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「
被
災
地
」福
島

　  
十
二
人
の
12
年

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
が
経
ち
ま
す
。

　福
島
の
大
地
は
、
こ
れ
ま
で
に
誰
も
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
原
子
力
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
２
万
人
以
上

の
住
民
が
今
も
県
内
外
に
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　避
難
指
示
が
出
さ
れ
る
な
ど
し
た
自
治
体
は
、
過
酷
事
故
を
起
こ
し
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
が
立
地
の
浜
通
り
地
方
を
中
心
と
す
る
次
の
12
市
町
村
。

　〈田
村
市
・
南
相
馬
市
・
川
俣
町
・
広
野
町
・
楢
葉
町
・
富
岡
町
・
川
内
村
・
大
熊
町
・
双
葉
町
・
浪
江
町
・

葛
尾
村
・
飯
舘
村
〉

　こ
の
間
、
避
難
区
域
の
解
除
が
進
み
、
全
て
の
自
治
体
で
居
住
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に

立
ち
入
り
が
認
め
ら
れ
な
い
「
帰
還
困
難
区
域
」
も
残
っ
た
ま
ま
で
す
。

　23
年
８
月
に
は
福
島
第
一
原
発
に
た
ま
る
「
処
理
水
」
の
海
洋
放
出
が
始
ま
り
、
当
地
は
国
内
外
か
ら

大
き
な
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
被
災
12
市
町
村
」
に
住
む
普
通
の
人
た
ち

の
暮
ら
し
は
ど
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　避
難
指
示
が
解
か
れ
る
や
否
や
す
ぐ
に
帰
還
し
た
人
、
新
天
地
を
求
め
て
外
か
ら
や
っ
て
来
た
人
、
そ

し
て
、
逃
れ
ず
に
古
里
に
留
ま
り
続
け
た
人
…
。

　本
展
で
は
様
々
な
事
情
を
抱
え
た
り
、
課
題
に
向
き
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、「
被
災
地
」
と
呼
ば
れ
る
ま

ち
で
生
き
る
12
人
の
皆
さ
ん
の
「
あ
の
頃
と
今
」
を
紹
介
し
ま
す
。
思
い
出
や
お
気
に
入
り
の
場
所
で
写

真
に
収
ま
っ
て
も
ら
い
、
事
故
後
12
年
を
振
り
返
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
添
え
ま
し
た
。

主
催

　福
島
大
学
地
域
未
来
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー 

相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト

原
発
事
故
に
遭
っ
た
12
市
町
村
で
暮
ら
す
人
た
ち
の
今
こ
こ



今
も
2.6
万
人
超
が
避
難

福
島
12
市
町
村

あ
の
日
か
ら
こ
れ
ま
で

年３月11日午後２時46分に発生した
東北地方太平洋沖地震は、12市町

村で震度５強から６強を観測した。この地震に
よる大津波が沿岸各地を襲い、富岡町では21
㍍の最大波を記録。23年８月現在、12市町村で
736人が犠牲になり、長引く避難生活などが影
響した震災関連死は2125人に上る。全壊家屋
は4229棟。南相馬市は津波などによる直接死
と関連死を合わせた死者が1156人を数え、県
内で最も多い。関連死は県全体で2337人であ
り、470人の岩手県や931人の宮城県と比べて
突出している（両県は23年３月現在）。

葉町と大熊町にまたがって立地する東京
電力福島第一原子力発電所は、震災で

外部電源と非常用電源を喪失。12～15日、冷
却不能となった原子炉が相次いで水素爆発を
起こし、広範囲に放射性物質が拡散する過酷
事故に至った。

一原発から半径20㌔圏内に避難指示が出され、４月には警戒区域と計画的
避難区域、緊急時避難準備区域が設定された。年間の積算放射線量に応

じ、翌12年４月に避難指示解除準備区域（20㍉シーベルト以下になることが確実）
と居住制限区域（20～50㍉シーベルト）、帰還困難区域（50㍉シーベルト超）の三
つに再編。その後、14年４月の田村市都路町に始まり、川内村や浪江町、富岡町、
双葉町などで徐々に避難指示が解除され、現在は帰還困難区域だけが残る。

区域内で除染やインフラ整備などを先行して進める特定復興再生拠点区域
（復興拠点）は６町村、2747㌶に設定され、23年11月（富岡町）までに全ての

復興拠点で避難指示が解除された。
市町村の総面積約2080平方㌔㍍で帰還困難区域は東京ディズニーランド
約665個分の309平方㌔㍍を占め、県土の約2.2％に当たる。23年８月現在

で県内外に２万6801人が避難を余儀なくされている。
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2023年11月30日、富岡町小良ケ浜、深
谷両地区の復興拠点で集会所や共同墓
地、それらに通じる道路の避難指示が解除
され、ゲートが開いた＝富岡町提供

福島第一原発で水素爆発を起こした１号
機（中央左）と３、４号機（同右奥）＝2011年
３月15日撮影、東京電力HD提供

■避難指示区域の変遷

避難指示区域の設定
（2011年４月22日）

区域再編
（2013年８月８日時点）

進む避難指示解除
（2023年11月30日現在）
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警戒区域

計画的避難区域

緊急時避難準備区域

帰還困難区域

居住制限区域

避難指示解除準備区域

帰還困難区域
特定復興再生拠点区域
　　　　　（解除済み）



福
島
大
学
地
域
未
来
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

相
双
地
域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト

　震災から１年余りが経過した2012年６月、川内村に被災地域支援の
現地拠点として設置。その後、被災地域の避難指示が解除され住民の
帰還が進む中で活動拠点を順次移転し、現在は福島大学のほか富岡町
と浪江町にサテライトを設置し、被災12市町村を対象とした支援活動を
行っています。サテライトのスタッフは福島県から任命された復興支援専
門員で、地域復興支援、教育環境整備、企画・連携の３業務を分担して
活動しています。

田村市・南相馬市・川俣町・広野町・楢葉町・富岡町・川内村・
大熊町・双葉町・浪江町・葛尾村・飯舘村

■支援対象市町村

金谷川キャンパス
福島市金谷川１ 福島大学地域未来デザインセンター
　富岡サテライト
双葉郡富岡町中央２丁目83 とみおかワーキングベースJ号室
　浪江サテライト
双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田 7番地 2（浪江町役場内）

■所在地

ホームページ　https://satellite.net.fukushima-u.ac.jp/

■沿革
2012 年６月　 川内村に「いわき・相双地域支援サテライト」開設
2015年８月 　同サテライトを楢葉町に移転
2016年４月　 「いわき・相双地域支援サテライト」を
　　　　　　  「相双地域支援サテライト」に改称
2017年５月 　南相馬市に「南相馬分室」開設
2020年８月 　楢葉町の同サテライトを富岡町に移転
2021年４月 　川内分室、南相馬分室を閉鎖し浪江町にサテライト
　　　　　　  を新設。「富岡サテライト」「浪江サテライト」と呼称



都路で誘致企業活躍

　2005年に滝根町、大越町、都路村、常葉町、船引町の５町村が合併し誕生。
中通りの最東端、阿武隈高地のほぼ中央に位置する。南北に阿武隈山系の
山々が連なる中山間地域で、鍾乳洞のあぶくま洞をはじめ豊かな自然環境が
観光資源になっている。東部の都路町は原発事故で避難指示が出されたが、
14年４月に全て解除された。その後、地ビールメーカーや植物工場が誘致され
るなど、新たな産業が育つ。

阿武隈高地で自然豊か

面　　積（田村市）　　　458.33 ㎢
住民登録人口（田村市）　16322 人（2023 年11月現在）
居住人口（都路町）　　　1829人（2023 年10月現在）
震災前の人口（都路町）　3001人（2011年３月時点）
空間線量　　　　　　　毎時 0.13 ㍃シーベルト
　　　　　　　　　　　（市立都路こども園、2023 年12月測定）
　　　　　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

　都路町は震度６弱を記録。福島第一原発が過酷事故を起こし
た３月12日、国は半径20㌔圏に避難指示を出し、都路町の一部
が含まれたが、田村市の判断で町全域に避難指示を出した。
　４月、同町は警戒区域と緊急時避難準備区域に指定され、9月
に後者が解除、翌2012年4月に前者が解除されて避難指示解除
準備区域に再編された。さらに14年4月には同準備区域も解除
され、居住が可能に。同年にこども園、三つの小中学校が再開し
た。17年、古道小、岩井沢小の２校は統合され、都路小学校が開
校した。
　同町はコンビニエンスストア（15年）や商工会による洋菓子店
「みやこじスイーツゆい」（16年）の開業、市営都路団地（同）の供
用開始など、順次、商業施設や住環境が整った。20年には誘致
企業のホップジャパンが地産ホップを原料とするクラフトビール
の醸造所を、A - P l u sが葉菜の植物工場を稼働させた。
　21年、震災の影響で閉じていたグリーンパーク都路のオート
キャンプ場が再開した。

あの日からこれまで田
村
市

福島
第一原発

福島
第二原発

福島県福島県福島県福島県

（都路町）
TAMURA-shi





田
村
市

 
都
路
町

河
本
　凪
紗
さ
ん

（
１
９
９
６
年 

大
阪
府
高
石
市
生
ま
れ
）

「
ホ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
」
広
報

　
東
京
暮
ら
し
で
折
れ
た
心
を
癒
や
し
て
く
れ
た
の
は
、
町
で

育
て
た
ホ
ッ
プ
で
香
り
高
い
ビ
ー
ル
を
醸
す
ブ
ル
ワ
リ
ー
（
醸

造
所
）
と
温
か
な
土
地
の
人
た
ち
だ
っ
た
。
２
０
１
６
年
の
熊

本
地
震
で
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
て
東
日
本
大
震
災
に

思
い
を
は
せ
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
地
に
福
島
を
選
ん
だ
。
卒
業
後
、

都
心
の
他
社
に
勤
め
た
が
激
務
に
疲
れ
果
て
、21
年
に
イ
ン
タ
ー

ン
先
の
ブ
ル
ワ
リ
ー
に「
帰
っ
て
き
た
」。
広
報
業
務
を
任
さ
れ
、

「
多
彩
な
カ
ル
チ
ャ
ー
が
入
り
交
ざ
る
」
震
災
後
の
福
島
で
「
新

し
い
風
を
吹
か
せ
た
い
」
と
張
り
切
る
。

　県
東
部
の
南
北
に
山
々
が
連
な
る
阿
武
隈
地
域
の
中
央
、
田

村
市
都
路
町
に
あ
る
ビ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
「
ホ
ッ
プ
ジ
ャ
パ
ン
」

が
営
む
「
ホ
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
ブ
ル
ワ
リ
ー
」。
原
発
事
故
の
避
難

指
示
解
除
か
ら
６
年
後
の
20
年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
冷
涼
な
気
候

を
生
か
し
て
自
社
栽
培
し
た
ホ
ッ
プ
を
原
料
に
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
を
醸
造
し
て
い
る
。
生
ホ
ッ
プ
な
ら
で
は
の
清
冽
な
香
り
と

豊
か
な
味
わ
い
が
身
の
上
だ
。

　震
災
当
時
は
中
学
２
年
。
学
習
塾
に
出
か
け
よ
う
と
し
て
大
阪

府
高
石
市
の
自
宅
に
い
た
。
記
録
は
震
度
２
だ
っ
た
が
「
び
っ
く

り
す
る
ぐ
ら
い
揺
れ
た
」。
そ
の
時
の
感
覚
が
生
々
し
く
よ
み
が

え
っ
た
出
来
事
が
５
年
後
、
在
学
し
て
い
た
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
の
あ
る
大
分
県
別
府
市
で
遭
遇
し
た
熊
本
地
震
（
16
年
４

月
）だ
。
友
人
と
避
難
所
の
体
育
館
で
不
安
な
一
夜
を
過
ご
し
た
。

　所
属
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
付
い
て
多
く
の
家
屋
が

倒
壊
し
た
熊
本
県
西
原
村
に
向
か
い
、
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど
に
従

事
し
た
。「
東
北
は
…
福
島
は
ど
う
な
っ
て
る
だ
ろ
う
」。
３
年
後
、

都
内
の
企
業
に
就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
気
が
か
り
が
高
じ
、

根
っ
か
ら
の
ビ
ー
ル
好
き
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
ホ
ッ
プ
ジ
ャ

パ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
。
同
社
は
翌
年
の
ブ
ル
ワ

リ
ー
開
業
を
目
指
し
、
地
産
の
ホ
ッ
プ
栽
培
を
中
心
と
す
る
持

続
可
能
な
循
環
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
い
て
い
た
。

　求
人
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
東
京
の
会
社
に
勤
め
始
め
る
と
深

夜
残
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
終
電
で
帰
宅
す
る
日
々
が
続
い
た
。

１
年
が
過
ぎ
、
心
身
を
病
ん
だ
。
休
職
か
、
転
職
か
、
実
家
に

戻
る
か
―
。
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
た
21
年
春
、
都
路
の
ブ
ル

ワ
リ
ー
で
働
く
人
か
ら
誘
わ
れ
た
。

　「今
度
、
食
べ
物
や
雑
貨
を
売
る
マ
ル
シ
ェ
を
や
る
か
ら
遊
び

に
来
な
い
？
」。
こ
れ
が
「
突
破
口
」
に
な
っ
た
。
自
然
の
中
で

の
び
の
び
と
過
ご
し
た
か
つ
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
、
自
ら
の
存

在
意
義
を
実
感
し
た
幸
せ
な
記
憶
を
か
み
し
め
た
。「
こ
こ
で
働

か
せ
て
く
だ
さ
い
！
」。
猛
ア
タ
ッ
ク
が
実
を
結
び
、２
カ
月
後
、

晴
れ
て
社
員
に
迎
え
ら
れ
た
。

酒
文
化
で
阿
武
隈
盛
り
上
げ

　広
報
を
中
心
に
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
運
営
な
ど
の
仕
事
を
こ
な

し
、
22
年
10
月
に
は
ビ
ー
ル
の
祭
典
、
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス

ト
を
初
め
て
取
り
仕
切
っ
た
。
県
内
外
の
醸
造
所
や
飲
食
店
な

ど
約
30
店
舗
を
集
め
、
秋
の
一
日
、
約
６
０
０
人
が
都
路
に
訪

れ
て
ジ
ョ
ッ
キ
を
傾
け
た
。「
各
地
で
増
え
て
き
た
ビ
ー
ル
や
ワ

イ
ン
な
ど
の
酒
造
メ
ー
カ
ー
を
線
で
結
び
、
お
酒
の
面
白
さ
で

阿
武
隈
地
域
全
体
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　当
地
に
暮
ら
し
て
２
年
以
上
が
経
つ
。
古
く
か
ら
住
む
人
た

ち
は
移
住
者
を
温
か
く
迎
え
、
地
域
を
よ
り
よ
く
し
よ
う
と
積

極
的
に
つ
な
が
っ
て
く
れ
る
。
原
発
事
故
か
ら
立
ち
直
ろ
う
と

す
る
福
島
に
は
新
旧
住
民
を
問
わ
ず
様
々
な
才
能
が
集
い
、
多

く
の
人
を
呼
び
寄
せ
る
底
力
が
あ
る
と
感
じ
る
。

　「新
し
い
風
が
吹
き
、
い
ろ
ん
な
カ
ル
チ
ャ
ー
が
多
彩
に
入
り

交
ざ
っ
て
い
る
。
今
の
福
島
っ
て
一
つ
の
カ
ン
ト
リ
ー
、
国
み

た
い
」

　パ
ネ
ル
写
真
は
自
社
栽
培
の
ホ
ッ
プ
畑
に
立
つ
河
本
さ
ん
。

（
２
０
２
３
年
７
月
取
材
）

震
災
経
た
福
島
は
一
つ
の「
国
」

2016年５月、熊本地震のボランティアで訪れた熊本県
西原村で。ニーズ調査や物資提供を手伝った



市内にロボット開発拠点

　2006年に原町市と小高町、鹿島町が合併して誕生した。浜通り北部に位置
する。旧市町の区域ごとに地域自治区となっており、それぞれ原町区、小高区、
鹿島区に移行している。国指定重要無形文化財の「相馬野馬追」やサーフィン
の名所・北泉海岸で知られる。市南部の小高区全域と原町区の一部に出され
ていた避難指示は、16年７月に帰還困難区域を除いて解除。近年では福島ロ
ボットテストフィールドが開設されるなど、技術革新にも取り組む。

「野馬追」や波乗りで有名

面　　積　　　　　　　　　398.58 ㎢
住民登録人口（南相馬市）　　56493人（2023 年11月現在）
居住人口（旧避難指示区域）　4388人（2023 年10月現在）
震災前の人口（旧避難指示区域）　14279人（2011年３月時点）
空間線量　　　　　　　　　毎時0.05㍃シーベルト
　　　　　　　　　　　　　（小高区役所、2023年12月測定）
　　　　　　　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8㍃シーベルト

　地震は最大震度６弱を記録した。午後３時35分ごろに津波が
襲い、９㍍超の最大波を観測。県内最多の636人が犠牲になり、
市域の10％に当たる約41平方㌔㍍が浸水した。
　福島第一原発１号機が爆発した３月12日、小高区住民らは原
町区などの避難所へ逃れ、15日以降、相馬市や伊達市など市外、
新潟県など県外への集団避難が本格化した。４月22日、市の大
半が警戒区域と計画的避難区域、緊急時避難準備区域に指定
された後、2011年９月に緊急時避難準備区域が解除。12年４月
に避難指示解除準備区域と居住制限区域、帰還困難区域に再
編された。
　13年４月、小高区役所が再開。16年７月には帰還困難区域を
除いて避難指示が解除され、JR常磐線の小高―原ノ町間の運
転が再開された。
　17年４月、小高区の四つの小学校と中学校が区内で授業を再
開し、小高商業高と小高工業高が統合して県立小高産業技術高
が開校した。
　19年には小高区に復興拠点施設「小高交流センター」が開か
れ、原町区の北泉海水浴場が９年ぶりの海開きを果たした。20
年、福島イノベーション・コースト構想による野外ロボットの開発
実証拠点、福島ロボットテストフィールドが開所した。

あの日からこれまで南
相
馬
市

福島
第一原発

福島
第二原発

福島県福島県福島県福島県

MINAMISOMA-shi





南
相
馬
市

吉
田
　邦
子
さ
ん

（
１
９
５
２
年 

田
村
市
都
路
町
生
ま
れ
）

農
業

の
避
難
所
に
身
を
寄
せ
な
が
ら
、
各
避
難
所
の
状
況
把
握
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
尽
力
し
た
。

　12
年
４
月
に
避
難
区
域
が
再
編
さ
れ
自
宅
へ
の
立
ち
入
り
が

可
能
に
な
る
と
、
す
ぐ
に
浴
室
の
ボ
イ
ラ
ー
を
修
理
。
入
浴
と

夕
食
の
た
め
に
ア
パ
ー
ト
か
ら
毎
日
通
っ
て
は
、
仕
事
疲
れ
を

癒
や
し
た
。
ひ
た
す
ら
、
住
み
慣
れ
た
家
が
恋
し
か
っ
た
。

「
命
あ
る
だ
け
丸
も
う
け
」

　29
年
間
勤
め
た
社
協
は
13
年
に
退
職
し
た
。
16
年
７
月
の
避

難
指
示
解
除
後
に
自
宅
周
辺
の
除
染
が
進
み
、
農
業
に
本
腰
を

入
れ
る
。
土
地
を
入
手
し
て
家
を
建
て
た
の
は
04
年
の
こ
と
だ
。

初
め
て
来
た
時
に
ピ
ン
と
き
た
。「
こ
こ
な
ら
絶
対
、
間
違
い
な

い
」。
後
方
の
小
高
い
山
に
神
社
が
立
ち
、
見
守
ら
れ
て
い
る
よ

う
だ
っ
た
。
い
つ
か
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
開
い
て
、
入
居
者
と

一
緒
に
耕
作
で
き
れ
ば
い
い
な
―
。
そ
ん
な
望
み
も
「
原
発
事

故
で
夢
に
な
っ
て
終
わ
っ
た
」。

　畑
の
収
穫
は
週
４
日
、
小
高
区
の
復
興
拠
点
施
設
内
に
あ
る

直
売
所「
小
高
マ
ル
シ
ェ
」で
販
売
す
る
。
化
学
肥
料
を
使
わ
ず
、

主
に
夏
は
ナ
ス
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
、
冬
に
は
ハ
ウ
ス
で
葉
物

な
ど
を
育
て
る
。
移
住
者
ら
お
客
さ
ん
た
ち
と
の
触
れ
合
い
が

楽
し
み
だ
。「
ど
こ
か
ら
？
っ
て
必
ず
声
を
掛
け
る
よ
う
に
し
て

る
。（
町
に
）
若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
ほ
し
い
」

　外
か
ら
「
被
災
地
」
と
呼
ば
れ
て
も
「
今
ま
で
住
ん
で
た
場

所
だ
し
、
余
分
な
ス
ト
レ
ス
を
た
め
る
こ
と
な
ん
か
な
い
。
く

よ
く
よ
し
て
ん
な
、
命
あ
る
だ
け
丸
も
う
け
だ
べ
っ
て
、
み
ん

な
に
も
言
う
の
」
と
意
に
介
さ
な
い
。

　パ
ネ
ル
写
真
は
自
宅
裏
の
畑
で
つ
や
や
か
に
実
っ
た
ナ
ス
を

手
に
取
る
吉
田
さ
ん
。

（
２
０
２
３
年
８
月
取
材
）

原
発
事
故
く
ぐ
り
抜
け
、
農
家
に

2013年、市社協の同僚と共に（左から２番目が吉田さん）

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
と
し
て
、
高
齢
者
の
避
難
誘
導

や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
奔
走
し
た
。
自
ら
も

被
災
し
て
避
難
所
か
ら
支
援
先
に
通
う
日
々
を
過
ご
す
。
２
０

１
６
年
夏
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
と
、
所
有
す
る
田
畑
で

本
格
的
に
農
業
を
始
め
た
。
小
高
区
の
直
売
所
に
収
穫
を
並
べ
、

若
い
移
住
者
た
ち
と
の
語
ら
い
を
楽
し
む
。
津
波
と
原
発
事
故

を
く
ぐ
り
抜
け
、「
命
あ
る
だ
け
丸
も
う
け
」
と
朗
ら
か
に
笑
う
。

　あ
の
日
は
小
高
川
に
臨
む
勤
務
先
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
い
た
。「
立
た
な
い
で
！
」。
激
し
い
揺
れ
に
１
０
０
人
近

い
利
用
者
が
い
た
所
内
は
騒
然
と
な
り
、
と
っ
さ
に
大
声
を
出

し
た
。
１
時
間
も
経
た
な
い
う
ち
に
川
に
目
を
や
る
と
、
倒
木

や
壊
れ
た
家
屋
の
材
木
な
ど
の
が
れ
き
が
濁
流
に
乗
っ
て
押
し

寄
せ
、堤
防
を
越
え
そ
う
に
。
荒
々
し
く
遡
上
す
る
津
波
だ
っ
た
。

　利
用
者
を
連
れ
て
近
く
の
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
に

逃
れ
た
。
翌
12
日
午
後
の
こ
と
。
ド
ー
ン
。
轟
音
が
響
き
、
驚

い
た
お
年
寄
り
が
騒
ぎ
出
す
。「
き
っ
と
雷
の
音
よ
」
と
な
だ
め

て
い
る
と
、
外
に
い
た
同
僚
の
30
代
の
男
性
が
血
相
を
変
え
て

飛
び
込
ん
で
き
て
、何
度
も
口
走
っ
た
。「
も
う
終
わ
り
で
す
」と
。

　約
17
㌔
離
れ
た
福
島
第
一
原
発
１
号
機
が
水
素
爆
発
を
起
こ

し
た
と
知
っ
た
の
は
、
13
日
に
避
難
を
促
さ
れ
原
町
区
の
市
社

協
に
移
動
し
て
か
ら
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
後
も
車
い
す
や
認

知
症
の
利
用
者
を
他
施
設
に
託
す
た
め
に
、
苦
労
し
て
放
射
線

量
検
査
を
受
け
さ
せ
る
な
ど
困
難
が
続
い
た
。

　自
宅
の
あ
る
市
南
部
の
原
町
区
小
木
迫
は
第
一
原
発
か
ら
20

㌔
圏
内
に
含
ま
れ
、
隣
接
す
る
小
高
区
全
域
と
共
に
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
た
。「
安
全
神
話
を
植
え
付
け
ら
れ
て
い
た
」。
親

族
を
頼
っ
て
県
内
や
埼
玉
県
を
転
々
と
し
た
が
、
４
月
、
市
社

協
に
呼
び
戻
さ
れ
、
９
月
ま
で
原
町
区
の
石
神
第
一
小
体
育
館

そ
じ
ょ
う

お

　ぎ  

さ
く



17年に全面避難解除

　1955年、１町７村が集まって川俣町となる。中通りに位置し、伊達郡に属す
る。山間の山木屋地区は町の南東に位置する。町は古来、絹織物で栄えた「絹
の里」として知られる。原発事故で山木屋地区に避難指示が出され、2017年３
月に解除。特産品に県ブランド認証の地鶏「川俣シャモ」などがあり、新たに復
興を象徴する花として土壌を使わないアンスリウムの栽培にも取り組む。

絹織物で栄える

面　　積（川俣町）　　　　　127.70 ㎢
住民登録人口（川俣町）　　　11197人（2023 年11月現在）
居住人口（山木屋地区）　　　330人（2023 年12月現在）
震災前の人口（山木屋地区）　1252 人（2011年３月時点）
空間線量　　　　　　　　　毎時 0.10 ㍃シーベルト
　　　　　　　　　　　　　（山木屋小学校・中学校、2023 年12月測定）
　　　　　　　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

あの日からこれまで

　地震は震度６弱を観測。公共施設では老朽化した町役場本
庁舎や福祉センターなど３棟が全壊判定を受けた。住家や商店
の全壊は62棟に上る。災害対策本部は近隣の保健センターに
設置。原発周辺自治体からの避難者を受け入れ、最も多い時で
６千人を超えた。
　原発から30㌔圏外の町に国や県からの避難指示はなく、４月
になってから年間放射線積算量が20㍉シーベルトを超えるとし
て、山木屋地区に計画的避難区域が設定された。約1200人の地
区住民は町内外の公共施設や旅館などに一次避難した後、町内
の農村広場・体育館仮設住宅や借り上げ住宅、県内外に逃れた。
　同地区は2013年８月に避難指示準備解除区域と居住制限区
域に再編された後、17年３月、全ての避難指示が解除。同年7月
に行政サービス窓口を併設する復興拠点商業施設「とんやの
郷」が開業し、翌年には公民館の再開や小中一貫校の開校を果
たした。
　震災で甚大な被害を受けた町役場庁舎は13年に解体され、
16年11月に新庁舎が開庁した。
　21年３月には東京五輪の聖火リレーがとんやの郷と山木屋小
中学校の間を走った。

さと

川
俣
町

福島
第一原発

福島
第二原発

KAWAMATA-machi

福島県福島県福島県福島県

（山木屋地区）





川
俣
町

山
木
屋
地
区

　
震
災
前
の
温
か
な
触
れ
合
い
を
再
び
―
。
原
発
事
故
の
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
た
２
０
１
７
年
、
住
民
の
憩
い
の
場
だ
っ
た

雑
貨
店
を
改
装
し
て
夫
と
共
に
そ
ば
や
特
産
の
「
川
俣
シ
ャ
モ
」

を
出
す
食
堂
を
開
業
し
た
。
３
年
後
か
ら
は
地
区
で
復
活
し
た

香
り
高
い
「
山
木
屋
在
来
そ
ば
」
を
提
供
す
る
よ
う
に
な
り
、

手
作
り
の
お
は
ぎ
や
郷
土
料
理
を
添
え
た
看
板
メ
ニ
ュ
ー
が
評

判
を
呼
ぶ
。
地
域
に
息
づ
く
変
わ
ら
な
い
も
て
な
し
の
心
と
笑

顔
で
、
か
い
が
い
し
く
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
毎
日
だ
。

　あ
の
日
、
山
間
の
山
木
屋
地
区
か
ら
約
10
㌔
離
れ
た
町
中
に

用
足
し
に
行
っ
た
帰
り
、
国
道
を
運
転
中
に
地
震
が
襲
っ
た
。

大
縄
跳
び
の
縄
の
よ
う
に
激
し
く
揺
れ
る
電
線
。
落
石
を
恐
れ
、

コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
に
逃
げ
込
ん
だ
。
翌
日
の
午
後
、
家
に
い

る
と
ド
ー
ン
と
い
う
音
が
聞
こ
え
、
30
㌔
以
上
向
こ
う
の
原
発

が
爆
発
し
た
と
後
で
知
っ
た
。

　地
区
は
計
画
的
避
難
区
域
に
指
定
さ
れ
、
町
内
の
旅
館
や
借

家
に
一
家
５
人
で
避
難
。
家
業
の
雑
貨
店
は
閉
め
、
兼
業
す
る

電
気
工
事
の
仕
事
や
義
父
母
の
介
護
に
追
わ
れ
る
日
々
を
過
ご

し
た
。
17
年
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
、
帰
還
を
前
後
し
て
義

父
母
を
見
送
っ
た
。「
さ
て
、
こ
れ
か
ら
何
を
し
よ
う
」

　震
災
前
ま
で
営
ん
だ
店
は
屋
号
を
「
杉
田
屋
百
貨
店
」
と
い

い
、
国
道
沿
い
で
食
料
品
や
日
用
品
、
燃
料
な
ど
何
で
も
商
う

万
屋
だ
っ
た
。
買
い
物
客
を
お
茶
で
も
て
な
し
て
世
間
話
に
花

を
咲
か
せ
、
帰
り
の
荷
物
が
い
っ
ぱ
い
に
な
れ
ば
車
で
家
ま
で

送
っ
て
あ
げ
た
。
ふ
と
、
そ
の
時
分
を
懐
か
し
く
思
い
出
し

た
。
初
め
は
「
地
域
の
人
た
ち
が
気
軽
に
集
ま
っ
て
お
茶
を
飲

む
場
所
で
も
」
と
考
え
て
い
た
が
、
夫
と
相
談
を
重
ね
る
う

ち
、
食
堂
を
開
く
こ
と
に
。

　相
馬
か
ら
中
通
り
へ
塩
や
海
産
物
を
運
ぶ
「
塩
の
道
」
の
駅

と
し
て
、
初
代
が
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
旅
人
に
食
事
を

用
意
し
た
伝
統
も
あ
っ
た
。
新
し
い
屋
号
「
語
ら
い
処

　や
ま

こ
や
」
に
は
、往
時
の
思
い
出
と
「
や
ま
き
や
」
で
は
な
く
「
や

ま
こ
や
」
と
呼
び
習
わ
さ
れ
た
合
併
前
の
村
へ
の
郷
愁
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。

在
来
そ
ば
が
評
判
呼
ぶ

　地
区
で
は
震
災
で
栽
培
が
途
絶
え
た
在
来
種
の
ソ
バ
を
復
活

さ
せ
る
動
き
が
起
こ
り
、
収
量
が
安
定
し
た
20
年
、
農
業
を
営

む
実
家
な
ど
か
ら
皮
ご
と
石
う
す
で
ひ
い
た
そ
ば
粉
を
仕
入
れ
、

十
割
そ
ば
を
打
っ
て
出
し
始
め
た
。
背
景
に
あ
る
の
は
来
客
を

自
家
製
粉
の
そ
ば
で
も
て
な
す
地
域
文
化
だ
。

　「お
客
さ
ん
は
あ
れ
も
、
こ
れ
も
食
べ
た
い
は
ず
」。
ざ
る
そ

ば
と
共
に
、
ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
の
川
俣
シ
ャ
モ
の
親
子
丼
、
根
菜

や
こ
ん
に
ゃ
く
を
小
さ
く
角
切
り
に
し
て
煮
た
郷
土
食
「
ざ
く

ざ
く
」
な
ど
を
お
膳
に
並
べ
、「
こ
ず
は
ん
」
と
呼
ば
れ
る
農
作

業
の
間
食
に
な
る
大
ぶ
り
の
お
は
ぎ
を
付
け
て
定
食
に
し
た
。

昼
時
に
は
評
判
を
聞
き
つ
け
た
多
く
の
客
で
に
ぎ
わ
う
。

　避
難
先
に
定
着
し
た
か
つ
て
の
住
民
を
気
遣
う
。「
帰
っ
て
き

た
と
き
に
困
る
か
ら
」。
20
年
に
は
旅
行
者
の
ほ
か
、
震
災
後
に

家
屋
を
解
体
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
の
宿
泊
場
所
に
と
、
食
堂

の
隣
に
コ
テ
ー
ジ
を
建
て
た
。

　原
発
事
故
の
影
響
で
過
疎
化
と
高
齢
化
が
加
速
す
る
現
状
を

憂
え
る
。
就
農
イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
で
滞
在
す
る
若
者
や
移
住
者

と
接
す
る
た
び
に
元
気
が
出
る
と
い
い
、
居
住
人
口
が
３
０
０

人
ほ
ど
の
地
区
が
「
よ
そ
か
ら
来
て
く
れ
て
も
い
い
か
ら
、
若

い
人
も
一
緒
に
住
め
る
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
う
。

　パ
ネ
ル
写
真
は
「
や
ま
こ
や
」
の
店
先
で
笑
顔
を
見
せ
る
紺

野
さ
ん
。

（
２
０
２
３
年
８
月
取
材
）

変
わ
ら
な
い
も
て
な
し
の
心
で

2017年、食堂を開業して間もない頃に忙しく立ち働く

よ
ろ
ず
や

紺
野
　ま
り
子
さ
ん

（
１
９
５
４
年 

川
俣
町
山
木
屋
生
ま
れ
）

「
語
ら
い
処
　や
ま
こ
や
」
女
将
お
か
み



順調に進む帰還、復興

　1940年、６カ村が合併した広野村が町制を施行し誕生。浜通り南部に位置
し、双葉郡に属する。温暖な気候で、町役場近くに町営のミカン畑「みかんの
丘」があり、山間部は童謡「とんぼのめがね」の歌詞となった情景が広がる。広
野火力発電所が立地する。2012年３月の町長発令の避難指示解除後は、ＪＲ
広野駅東側地区や県立中高一貫校の整備などが進められた。

温暖な気候と童謡の舞台

面　　積　　　58.69 ㎢
住民登録人口　4634人（2023 年10月現在）
居住人口　　　5430人（同）
震災前の人口　5490人（2011年３月時点）
空間線量　　　毎時 0.09㍃シーベルト
　　　　　　　（町立広野幼稚園、2023 年12月測定）
　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

　大地震は震度６弱を観測。発生から約45分後に推定で高さ９
㍍の津波が襲い、久保、本町両地区など沿岸部に大きな被害が
出た。３人が死亡し、関連死は46人に上る（2023年８月現在）。
全壊家屋は113戸。
　福島第一原発１号機が爆発した翌日の３月13日、国からの情
報が受信できない中、山田基星町長（当時）が全町民に避難指
示。西に50㌔離れた小野町に役場機能を移し（翌月いわき市常
磐地区の出張所へ）、同町や平田村、石川町、浅川町、いわき市、
埼玉県三郷市に一次避難所、その後、ホテルや旅館に二次避難
所を設けた。4月、緊急時避難準備区域に指定され、同年９月の
解除後も町独自に避難指示を継続したが、翌2012年３月に解除
した。
　年を追って住民の帰還が進み、公設商業施設「ひろのてらす」
のオープンや県内初の防災緑地の完成（いずれも16年）など、復
興の槌音が響く。
　12年８月、いわき市に避難していた広野小中が町内で再開し、
15年４月にはユニークな教育方針で知られる県立ふたば未来学
園高が開校。同高は19年に中高一貫校として再編された。

あの日からこれまで

福島県福島県福島県福島県広
野
町

福島
第一原発

福島
第二原発

HIRONO-machi





広
野
町

高
橋
　優
子
さ
ん

（
１
９
７
４
年 

広
野
町
生
ま
れ
）

「
縁
側
の
家
」
主
宰
、
サ
ー
フ
ァ
ー

　
潮
騒
の
聞
こ
え
る
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
か
つ
て
の
文
学
少
女

は
、震
災
で
絶
た
れ
た
海
と
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
そ
う
と
サ
ー

フ
ィ
ン
を
始
め
、
と
り
こ
に
な
っ
た
。
奇
し
く
も
地
理
的
に
被

災
地
と
の
「
境
界
」
に
な
っ
た
町
に
心
身
を
解
き
放
つ
鍵
を
見

つ
け
、
２
０
１
６
年
か
ら
誰
も
が
文
化
、
芸
術
に
親
し
め
る
創

造
的
な
空
間
「
縁
側
の
家
」
を
運
営
す
る
。
東
北
有
数
の
サ
ー

フ
エ
リ
ア
で
あ
る
浜
通
り
一
帯
。
震
災
を
経
て
移
住
者
ら
も
交

え
た
新
た
な
サ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
生
ま
れ
、「
家
」
に
は

地
元
サ
ー
フ
ァ
ー
を
は
じ
め
町
内
外
の
人
た
ち
が
集
う
。

　あ
の
日
は
都
心
の
勤
め
先
に
い
た
。
東
京
が
震
源
だ
と
思
っ

た
ほ
ど
の
激
し
い
揺
れ
。
東
京
湾
方
面
で
は
火
災
の
黒
煙
が
立

ち
上
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ
を
持
た
ず
、
情
報
を
得
よ
う
と
か
つ

て
の
上
司
の
家
に
身
を
寄
せ
た
。
広
野
町
に
住
む
両
親
の
安
否

が
分
か
ら
な
い
。
い
と
こ
の
男
性
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
実
家
近

く
の
橋
が
津
波
で
崩
落
し
た
と
い
う
。「
終
わ
っ
た
…
み
な
し
ご

に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」。
両
親
の
無
事
は
後
に
判
明
す
る
が
、
こ
の

時
の
「
寄
る
辺
な
さ
」
を
ず
っ
と
抱
え
続
け
た
。

　東
京
の
大
学
に
進
む
ま
で
、
い
つ
も
海
が
そ
ば
に
あ
っ
た
。

家
に
い
て
川
筋
を
上
っ
て
く
る
波
の
音
。
放
課
後
に
み
ん
な
で

肩
を
寄
せ
合
っ
た
砂
浜
。高
校
の
頃
、サ
ー
フ
ァ
ー
に
憧
れ
、ボ
ー

ド
を
買
お
う
と
早
朝
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
励
ん
だ
こ
と
。
乗
り
込

ん
だ
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
始
発
電
車
で
見
た
、
太
平
洋
に
昇
る
真
っ

赤
な
朝
日
…
。

　原
発
事
故
の
影
響
で
、
町
は
帰
れ
な
い
場
所
に
。「
海
が
恋
し

い
」。ダ
イ
ビ
ン
グ
資
格
を
得
て
静
岡
県
伊
豆
半
島
に
通
っ
た
が
、

潜
水
性
中
耳
炎
を
患
っ
て
し
ま
い
、
一
度
諦
め
た
サ
ー
フ
ィ
ン

の
道
に
転
向
し
た
。
波
に
も
ま
れ
な
が
ら
、
初
め
て
ボ
ー
ド
に

立
て
た
瞬
間
の
喜
び
。
忘
れ
か
け
て
い
た
身
体
の
感
覚
が
よ
み

が
え
り
、
あ
の
「
寄
る
辺
な
さ
」
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
感
じ
た
。

　ピ
ア
ノ
と
ス
ポ
ー
ツ
が
得
意
で
、
太
宰
治
や
夏
目
漱
石
の
小

説
を
読
み
ふ
け
る
少
女
だ
っ
た
。
高
校
時
代
の
バ
イ
ト
代
は
高

価
な
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
の
代
わ
り
に
ビ
デ
オ
内
蔵
型
テ
レ
ビ
に
化

け
、
フ
ラ
ン
ス
映
画
や
邦
画
の
ビ
デ
オ
を
観
ま
く
っ
た
。
大
学

で
は
１
９
２
０
年
代
の
ド
イ
ツ
の
キ
ャ
バ
レ
ー
音
楽
史
を
専
攻
、

ジ
ャ
ズ
や
映
画
製
作
に
も
没
頭
し
た
。

震
災
で
広
野
は
刺
激
的
な
町
に

　

　早
期
に
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
広
野
町
は
「
被
災
12
市
町

村
」
の
南
端
、
入
り
口
に
位
置
し
、「
境
界
や
身
体
性
を
考
え
る

の
に
ぴ
っ
た
り
の
刺
激
的
な
環
境
」
に
な
っ
た
。「
独
り
占
め
す

る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」。
一
方
、
福
島
が
国
内
外
で
原
発
事
故

の
文
脈
で
し
か
語
ら
れ
な
く
な
り
、「
す
り
替
え
ら
れ
た
私
た
ち

の
ス
ト
ー
リ
ー
を
取
り
戻
さ
ね
ば
」
と
痛
感
し
た
。

　町
の
古
い
空
き
家
を
改
装
し
て
「
縁
側
の
家
」
を
開
き
、「
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
銘
打
っ
た
の
は
、
そ

ん
な
理
由
か
ら
だ
。
旧
国
道
沿
い
で
築
65
年
を
経
た
、
日
当
た

り
の
い
い
縁
側
を
持
つ
２
階
建
て
の
木
造
家
屋
。
両
親
の
幼
な

じ
み
で
あ
る
家
主
が
手
放
そ
う
と
し
て
い
た
の
を
、
た
た
ず
ま

い
に
「
ピ
ン
と
来
て
」
買
い
取
っ
た
。
気
鋭
の
芸
術
家
に
よ
る

震
災
な
ど
が
テ
ー
マ
の
作
品
を
展
示
し
、
定
期
的
に
音
楽
ラ
イ

ブ
や
映
画
鑑
賞
会
を
催
す
。
22
年
か
ら
３
月
11
日
に
波
乗
り
を

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
、
双
葉
郡
や
い
わ
き
市
の
サ
ー

フ
ァ
ー
た
ち
の
親
睦
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

　24
年
に
は
、
イ
ン
ド
洋
大
津
波
（
04
年
）
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
マ
ト
ラ
島
ア
チ
ェ
の
サ
ー
フ
ァ
ー

た
ち
と
交
流
す
る
計
画
も
温
め
て
い
る
。「
被
災
し
て
『
縁
側
の

家
』
を
始
め
、
こ
こ
に
サ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
自
分
の
軸
が
定
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
」

　パ
ネ
ル
写
真
は
「
縁
側
の
家
」
の
前
に
立
つ
高
橋
さ
ん
。

（
２
０
２
３
年
11
月
取
材
）

波
乗
り
で
再
び
海
と
つ
な
が
る

2018年、近所のサーフポイントで波を捉える



役場近接の新しい町

　1956年に木戸村と竜田村が合併して誕生。浜通りの南寄りに位置し、双葉郡
に位置する。サケの遡上やアユ釣りで知られる木戸川が貫流。福島第二原子力
発電所の１、２号機が立地する。2015年に避難指示が全面解除され、町役場
の近くに商業施設や公営住宅をまとめたコンパクトタウンを整備した。農業再
生に向け、サツマイモ栽培など新たな町の特産品作りに力を入れている。

そじょう

農業再生に注力

面　　積　　　103.64 ㎢
住民登録人口　6517人（2023 年10月現在）
居住人口　　　4362 人（同）
震災前の人口　8011人（2011年３月時点）
空間線量　　　毎時 0.09㍃シーベルト（ＪＲ木戸駅、2023 年12月測定）
　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

　地震は震度６強を記録。高さ10㍍を超える大津波が襲い、13
人が死亡、家屋約100戸が流失した。原発事故による避難指示
が出た３月12日以降、町民はいわき市や友好都市関係の会津美
里町などに避難。４月、原発から20㌔圏の警戒区域などに指定
されたが、翌2012年８月に避難指示解除準備区域に再編され町
への立ち入りが自由になった。
　その後は避難指示区域で初となるスーパーやコンビニの営業
再開（13年）や仮設店舗「ここなら商店街」の開業（14年）など商
業活動が息を吹き返し、木戸川で４年ぶりのサケの稚魚放流
（同）も実現した。
　15年９月に避難指示が全面解除されると、町内初の災害公営
住宅の完成（16年）や町立小中の再開（17年）、商業施設「ここな
ら笑店街」と隣接の交流施設「みんなの交流館 ならは
CANvas」のオープン（18年）など、町役場にアクセスしやすい新
しい町づくりが進んだ。
　21年には、19年に再開したトレーニング施設「Ｊヴィレッジ」か
ら東京五輪の聖火リレーが出発した。

あの日からこれまで楢
葉
町

福島
第一原発

福島
第二原発

NARAHA-machi

福島県福島県福島県福島県





楢
葉
町

深
澤
　諒
さ
ん

（
１
９
９
６
年 

秋
田
市
生
ま
れ
）

コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
士
、
バ
リ
ス
タ

　
旅
が
好
き
だ
。
21
歳
の
頃
、
世
界
一
周
旅
行
で
訪
れ
た
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
フ
ィ
ヨ
ル
ド
を
望
む
港
町
オ
ー
レ
ス
ン
で
、自
ら
コ
ー

ヒ
ー
豆
を
ひ
い
て
ド
リ
ッ
プ
し
た
一
杯
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
テ

ン
ト
泊
、
嵐
の
過
ぎ
去
っ
た
翌
朝
の
こ
と
。
澄
ん
だ
青
空
に
朝

日
が
ま
ぶ
し
く
輝
き
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
の
対
岸
が
く
っ
き
り
と
見

え
た
。
そ
れ
か
ら
６
年
、
青
年
は
今
住
む
町
の
香
り
と
味
が
す

る
コ
ー
ヒ
ー
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
い
と
も
く
ろ
む
。

　中
学
時
代
に
通
っ
た
学
習
塾
で
、
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
傍
ら
に
置

い
て
飲
む
男
性
講
師
の
姿
が
「
か
っ
こ
い
い
」
と
憧
れ
た
。
高

校
に
入
る
と
カ
フ
ェ
巡
り
を
始
め
、
上
京
し
て
買
い
込
ん
だ
豆

で
初
め
て
ペ
ー
パ
ー
ド
リ
ッ
プ
の
コ
ー
ヒ
ー
を
入
れ
て
み
た
。

両
親
の
す
る
見
よ
う
見
ま
ね
だ
っ
た
が
、素
人
な
り
に
「
す
ー
っ

と
き
れ
い
に
円
を
描
く
よ
う
な
」
味
だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。

　そ
の
頃
、
趣
味
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
当
時
避

難
中
だ
っ
た
大
熊
町
出
身
の
同
い
年
の
女
性
と
知
り
合
っ
た
。

「
今
、
実
家
に
は
住
め
な
い
ん
だ
ー
」「
え
、
な
ん
で
？
」「
原
発

事
故
の
せ
い
で
」
―
。

　震
災
が
あ
っ
た
の
は
中
２
の
３
学
期
だ
。
自
宅
の
あ
る
秋
田

市
で
も
震
度
５
強
を
観
測
。
津
波
が
押
し
寄
せ
る
映
像
に
は
圧

倒
さ
れ
た
が
、
明
日
の
食
事
の
心
配
が
先
に
立
ち
、
原
発
事
故

に
つ
い
て
も
「
テ
レ
ビ
の
中
の
出
来
事
」
で
し
か
な
か
っ
た
。

こ
の
女
性
と
の
巡
り
合
い
が
あ
り
、
初
め
て
震
災
を
「
リ
ア
ル

な
体
験
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　進
学
し
た
秋
田
県
立
大
の
理
系
学
部
で
自
然
生
態
系
を
学
び
、

理
科
教
諭
を
目
指
す
が
、「
教
育
と
は
未
来
を
考
え
る
こ
と
。
日

本
の
未
来
に
携
わ
る
た
め
に
は
比
較
対
象
の
海
外
を
知
ら
ね
ば
」

と
思
い
立
つ
。
３
年
時
に
休
学
し
、
生
ま
れ
て
初
め
て
国
境
を

越
え
た
。
ア
ジ
ア
や
欧
州
な
ど
22
カ
国
・
地
域
を
巡
る
10
カ
月

に
及
ぶ
旅
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　２
０
２
０
年
の
卒
業
後
、
コ
ロ
ナ
禍
の
あ
お
り
で
長
野
県
の

地
域
づ
く
り
会
社
へ
の
就
職
が
ふ
い
に
。
福
島
県
会
津
の
三
島

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
応
募
し
、
町
観
光
協
会
に
配
属
さ

れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
で
観

光
Ｐ
Ｒ
を
し
た
り
、
地
域
住
民
と
触
れ
合
っ
た
り
す
る
日
々
。

コ
ー
ヒ
ー
焙
煎
の
師
と
仰
ぐ
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
経
営
の
男
性
と
出

会
っ
て
技
術
を
磨
き
、
こ
の
道
で
身
を
立
て
よ
う
と
志
す
。

楢
葉
に
は
挑
戦
で
き
る
環
境
が

　

　「楢
葉
に
は
面
白
い
人
と
場
所
が
あ
る
。
来
て
み
な
い
？
」。

次
の
行
き
先
を
考
え
て
い
た
時
、
ず
っ
と
盟
友
関
係
が
続
く
、

今
は
浜
通
り
で
仕
事
を
す
る
大
熊
町
出
身
の
女
性
か
ら
声
が
掛

か
っ
た
。

　22
年
５
月
、
や
り
た
い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
環
境
が
あ
る
と

楢
葉
町
に
移
住
。
古
い
旅
館
を
改
装
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
兼
食

堂
に
住
み
込
ん
で
働
き
、
週
末
な
ど
に
浜
通
り
各
地
で
イ
ベ
ン

ト
が
あ
れ
ば
、
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー
の
店
を
出
す
。
名

刺
に
は
「
の
み
も
の
を
つ
く
る
ひ
と
」
と
記
す
。
目
標
は
こ
の

地
で
焙
煎
所
を
営
む
こ
と
だ
。

　「散
歩
で
出
合
っ
た
楢
葉
の
紅
葉
が
好
き
。
季
節
の
移
り
変
わ

り
と
か
何
気
な
い
日
常
と
か
、
い
つ
か
、
こ
の
町
で
の
僕
の
経

験
を
落
と
し
込
ん
だ
コ
ー
ヒ
ー
を
焙
煎
や
ブ
レ
ン
ド
で
表
現
で

き
れ
ば
」

　パ
ネ
ル
写
真
は
お
気
に
入
り
の
散
歩
コ
ー
ス
と
い
う
岩
沢
海

水
浴
場
で
。
海
沿
い
に
広
野
火
力
発
電
所
（
広
野
町
）
が
そ
び

え
立
つ
。

（
２
０
２
３
年
５
月
取
材
）

こ
の
町
が
香
る
コ
ー
ヒ
ー
を

2017年、世界一周旅行の途上、モロッコのサハラ砂漠の町メルズー
ガで友人たちが寄せ書きを記した日の丸を掲げる深澤さん



復興拠点の避難解除進む

　1955年に富岡町と双葉町が合併し、現在の町が誕生。浜通り中央部に位置
し、双葉郡に属する。明治から昭和の時代を通して同郡の中でも官公庁の集
まる町に。福島第二原発の３、４号機が立地し、ＪＲ常磐線富岡と夜ノ森の両
駅を中心に市街地が形成されている。2.2㌔に及ぶ夜の森地区の桜並木が有
名。2017年に町域の大半で避難指示が解除され、商業施設や小中学校が再
開するなど、復興が進む。

郡の官庁集中した歴史

面　　積　　　68.39㎢
住民登録人口　11542人（2023年12月現在）
居住人口　　　2298人（同）
震災前の人口　15830人（2011年３月時点）
空間線量　　　毎時0.13㍃シーベルト
　　　　　　（町文化交流センター、2023年12月測定）
　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8㍃シーベルト

　地震は震度6強を観測。仏浜、毛萱、小浜、富岡駅前の各地区
に最大で高さ21㍍の津波が襲い、24人が死亡、127戸が全壊・
流失した。翌３月12日朝に川内村などに避難を開始したが、福島
第一原発の過酷事故を受け、16日に同村民と共に郡山市の多目
的ホール「ビッグパレットふくしま」に移った。
　４月、全域が原発から20㌔圏の警戒区域に指定され、翌月に
避難先の郡山市やいわき市に応急仮設住宅を整備。町立小中校
も9月になって三春町で再開せざるを得なかった。警戒区域は
2013年３月、避難指示解除準備区域と居住制限区域、帰還困
難区域に再編された。
　17年４月に面積の８割以上に当たる避難指示解除準備区域
と居住制限区域の設定が解除。これに先立ち、町内初の災害公
営住宅の完成や複合商業施設「さくらモールとみおか」の開業が
あった。18年４月、町内で町立小中学校が再開した。
　23年４月に帰還困難区域で除染を先行して進める特定復興
再生拠点区域（復興拠点）の夜の森地区などで、同年11月には
同区域の小良ケ浜、深谷両地区の共同墓地や道路などで、それ
ぞれ避難指示が解除された。

け  がや

あの日からこれまで富
岡
町

福島
第一原発

福島
第二原発

TOMIOKA-machi
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富
岡
町

畠
山
　侑
也
さ
ん

（
１
９
９
６
年 

富
岡
町
生
ま
れ
）

町
役
場
職
員

　
生
ま
れ
育
っ
た
家
は
解
体
さ
れ
て
も
う
な
い
。
跡
地
に
立
て

ば
、
夕
暮
れ
ま
で
父
親
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
少
年
の
日

を
思
い
出
す
。
５
カ
所
を
転
々
と
し
た
避
難
生
活
、
念
願
の
プ
ロ

球
団
入
り
、
そ
し
て
故
障
に
よ
る
引
退
…
。
先
輩
の
誘
い
で
町
役

場
に
勤
め
て
４
年
が
経
つ
。
居
住
人
口
が
震
災
前
の
２
割
に
満

た
な
い
町
の
移
住
・
定
住
促
進
事
業
を
担
当
し
、「
富
岡
で
活
躍

し
て
く
れ
る
人
を
一
人
で
も
多
く
増
や
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　中
学
２
年
の
３
月
。
翌
日
の
野
球
の
試
合
に
備
え
て
練
習
し

よ
う
と
、
自
宅
で
ジ
ャ
ー
ジ
ー
に
着
替
え
た
直
後
、
大
き
な
揺

れ
に
襲
わ
れ
た
。
町
は
翌
朝
、
隣
接
す
る
川
内
村
へ
の
避
難
を

呼
び
掛
け
、
両
親
と
祖
父
母
、
弟
、
親
戚
ら
８
人
で
同
村
の
祖

母
の
生
家
に
向
か
っ
た
。
原
発
は
過
酷
事
故
を
起
こ
し
、
そ
こ

か
ら
20
㌔
圏
内
を
含
む
村
に
も
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
い
わ
き

市
の
避
難
所
や
父
の
郷
里
・
秋
田
県
横
手
市
な
ど
を
経
て
、
再

び
い
わ
き
市
へ
。
事
態
の
深
刻
さ
を
理
解
で
き
ず
、「
一
日
一
日

を
た
だ
淡
々
と
過
ご
し
て
い
た
」。

　高
校
で
野
球
部
だ
っ
た
父
は
息
子
の
物
心
が
つ
く
時
分
か
ら

技
を
仕
込
ん
だ
。
庭
に
は
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ネ
ッ
ト
が
張
ら
れ
、
自

宅
前
の
道
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
空
間
に
な
っ
た
。
中
学
で
は
相

双
地
域
（
相
馬
、
南
相
馬
両
市
と
双
葉
郡
）
の
全
市
町
村
か
ら

選
手
の
集
ま
る
硬
式
チ
ー
ム
に
入
り
、
め
き
め
き
と
腕
を
上
げ

た
。
サ
ー
ド
を
守
り
、
強
打
者
と
し
て
鳴
ら
す
。

　避
難
中
に
進
学
し
た
い
わ
き
市
の
高
校
、
千
葉
県
の
大
学
で

も
野
球
に
明
け
暮
れ
た
。「
若
い
う
ち
し
か
で
き
な
い
。
ど
う
せ

な
ら
プ
ロ
に
」。
大
卒
の
２
０
１
９
年
、
約
５
０
０
人
が
集
ま
っ

た
独
立
リ
ー
グ
の
合
同
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト
で
25
倍
の
難
関
を
突
破
、

地
元
の
福
島
レ
ッ
ド
ホ
ー
プ
ス
（
郡
山
市
）
に
１
位
指
名
で
入

団
を
果
た
し
た
。

　と
こ
ろ
が
、
最
初
の
キ
ャ
ン
プ
で
以
前
か
ら
痛
め
て
い
た
右

肘
を
完
全
に
壊
し
て
し
ま
う
。
シ
ー
ズ
ン
中
は
代
打
や
指
名
打

者
で
し
の
い
だ
が
、
１
年
で
引
退
を
決
意
。
い
ず
れ
セ
リ
ー
グ

か
パ
リ
ー
グ
で
活
躍
し
よ
う
と
し
た
夢
は
つ
い
え
た
。
そ
ん
な

時
だ
っ
た
。
野
球
仲
間
だ
っ
た
町
役
場
の
先
輩
が
声
を
掛
け
て

く
れ
た
の
は
。「
役
場
、
受
け
て
み
た
ら
ど
う
だ
？
」。
晴
れ
て

採
用
さ
れ
る
と
21
年
に
企
画
課
に
配
属
さ
れ
、
町
外
か
ら
移
住

者
を
呼
び
込
む
施
策
に
携
わ
る
。

　双
葉
郡
の
官
公
庁
が
集
ま
り
、
震
災
前
に
人
口
約
１
万
６
千

人
を
数
え
た
町
は
今
、
約
２
３
０
０
人
が
住
む
。
多
く
の
家
屋

が
取
り
壊
さ
れ
、原
発
の
廃
炉
作
業
員
ら
単
身
者
向
け
の
ア
パ
ー

ト
が
立
ち
並
ぶ
。「
も
ち
ろ
ん
人
口
は
取
り
戻
し
た
い
。
で
も
、

富
岡
に
強
い
思
い
を
持
つ
人
た
ち
を
ど
れ
だ
け
発
掘
す
る
か
の

方
が
大
事
じ
ゃ
な
い
か
」

　そ
こ
で
、
大
学
生
ら
に
町
内
企
業
な
ど
で
活
動
し
て
も
ら
い
、

将
来
の
就
業
や
定
住
に
期
待
す
る
「
地
域
協
働
型
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
の
ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ん
だ
。
23
年
８
、
９
月
に
は
町

づ
く
り
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
第
１
回
が
実
現
、
県
内
外
の
学

生
６
人
が
町
観
光
協
会
や
町
産
ワ
イ
ン
の
醸
造
所
、
運
送
会
社

で
働
き
、
学
ん
だ
。

「
震
災
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」

　震
災
当
時
に
福
島
第
一
原
発
の
勤
務
だ
っ
た
父
は
蓄
積
線
量

の
関
係
で
新
潟
県
の
柏
崎
刈
羽
原
発
に
単
身
赴
任
し
、
母
は
い

わ
き
市
で
新
築
し
た
家
に
暮
ら
す
。
自
身
は
震
災
前
か
ら
あ
っ

た
町
内
の
祖
父
母
宅
か
ら
職
場
に
通
う
。「
震
災
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
富
岡
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
族

や
町
の
皆
さ
ん
に
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
日
々
仕
事
に
向

き
合
う
。

　パ
ネ
ル
写
真
は
自
宅
跡
地
の
前
で
昔
を
懐
か
し
み
、
投
球

フ
ォ
ー
ム
を
と
る
畠
山
さ
ん
。

（
２
０
２
３
年
５
月
取
材
）

町
思
う
若
者
を
発
掘
し
た
い

2019年、福島レッドホープスの選手だった頃。右肘を
痛め「夢と現実が乖離した」

かい  り

ルビのズレ注意！



８割帰還も過疎化深刻

　1889年に上川内村と下川内村が合併し誕生。浜通り西部に位置し、双葉郡
に属する。木戸川、富岡川、熊川の源流があり、西部には阿武隈高地最高峰の
大滝根山がそびえる。モリアオガエルの繁殖地である平伏沼や、名誉村民の詩
人・草野心平の蔵書を収める「天山文庫」があることで知られる。震災の翌年に
いち早く「帰村」を宣言し、ワイン醸造など新たな産業にも取り組む。

震災翌年に「帰村宣言」

面　　積　　　197.35 ㎢
住民登録人口　2298人（2023 年11月現在）
居住人口　　　1902 人（同）
震災前の人口　3038人（2011年３月時点）
空間線量　　　毎時 0.05 ㍃シーベルト（村役場、2023 年12月測定）
　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

　地震は震度６弱を記録。翌3月12日、隣接する富岡町からの避
難者を受け入れ、同町との合同災害対策本部を設置。村は東部
が福島第一原発から20㌔圏の避難指示区域、20～30㌔圏は屋
内退避区域になったが、郡山市の多目的ホール「ビッグパレット
ふくしま」などに全村で自主避難した。４月になって警戒区域と
緊急時避難準備区域が設定され、９月には後者が解除された。
　2012年１月、遠藤雄幸村長は「戻れる人から戻り、心配な人は
様子を見てから」として「帰村宣言」を出した。４月に20㌔圏内が
居住制限区域と避難指示解除準備区域に再編。さらに後者は
14年10月、前者は16年６月に解除され、避難指示区域はなくなっ
た。この間、「かわうち復興祭」（12年）や第１回「川内の郷かえる
マラソン」（16年）が開催された。
　21年には村立川内小中学園の開校や、遊休農地を活用した
「かわうちワイナリー」の開業があった。イチゴ栽培など新事業の
育成も進められている。村民の帰還率は８割を超えるが、過疎化
と少子高齢化の問題に直面している。

あの日からこれまで

福島県福島県福島県福島県川
内
村

福島
第一原発

福島
第二原発

KAWAUCHI-mura





川
内
村

谷
　信
孝
さ
ん

（
１
９
５
５
年 

東
京
都
生
ま
れ
）

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
じ
い
ろ
」
責
任
者

　
あ
の
頃
、津
波
が
押
し
寄
せ
た
宮
城
県
石
巻
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
お
礼
に
歌
っ
て
も
ら
っ
た
唱
歌「
故
郷
」に
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

大
企
業
を
辞
し
て
数
年
後
、
福
島
大
の
被
災
地
支
援
の
職
員
と

し
て
多
く
の
人
が
古
里
を
失
っ
た
浜
通
り
地
方
へ
。
２
０
２
１

年
に
任
期
を
終
え
る
と
、
原
発
事
故
後
の
過
疎
に
悩
む
村
に
で

き
た
多
世
代
交
流
施
設
に
迎
え
ら
れ
た
。「
外
部
と
の
交
流
が
少

な
い
子
ど
も
た
ち
を
地
域
ぐ
る
み
で
育
て
る
場
に
」。
イ
ベ
ン
ト

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
企
画
・
運
営
で
、
過
去
の
豊
富
な
経
験

を
生
か
す
日
々
だ
。

　震
災
当
時
は
世
界
的
な
電
機
メ
ー
カ
ー
・
ソ
ニ
ー
の
社
員
で
、

営
業
や
商
品
企
画
な
ど
の
部
門
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
だ
。メ
デ
ィ

ア
は
被
災
地
の
惨
状
を
刻
一
刻
と
伝
え
、「
テ
レ
ビ
だ
と
に
お
い

が
し
な
い
。
何
か
し
な
き
ゃ
」
と
奮
い
立
つ
。
経
団
連
が
会
員

企
業
に
募
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
５
月
下
旬
、
約
40
人
と
共
に

宮
城
の
被
災
地
に
入
っ
た
。

　石
巻
市
の
あ
る
高
齢
夫
妻
の
家
で
床
下
の
泥
か
き
を
終
え
た
直

後
の
こ
と
だ
。
妻
が
言
っ
た
。「
み
ん
な
流
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
何

も
お
返
し
す
る
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
歌
を
歌
い
ま
す
」

　〽
夢
は
今
も
巡
り
て

　忘
れ
難
き
故
郷
―
望
郷
の
念
を
刻
む

唱
歌
「
故
郷
」。
思
い
が
あ
ふ
れ
、
涙
が
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
。

仲
間
た
ち
も
み
な
泣
い
て
い
た
。

　「一
寸
先
は
分
か
ら
な
い
」。
無
常
を
覚
え
て
震
災
の
年
に
早

期
退
職
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
施
設
長
や
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
な
ど
を
運
営
す
る
会
社
の
支
社
長
を
歴
任
。
そ
の
後
、

福
島
大
が
被
災
地
で
「
教
育
環
境
整
備
」
を
担
当
す
る
専
門
員

を
求
め
て
い
る
の
に
応
じ
た
。
避
難
指
示
が
出
た
12
市
町
村
の

子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
楽
し
さ
や
喜
び
を
思
い
出
し
て
も
ら
う
任

務
だ
。
石
巻
で
「
故
郷
」
に
涙
し
て
か
ら
５
年
が
経
っ
て
い
た
。

　大
卒
を
前
後
し
て
、
教
育
評
論
家
の
故
阿
部
進
さ
ん
が
主
宰

し
自
然
の
中
で
子
ど
も
を
育
む
「
野
生
学
園
」（
山
梨
県
忍
野
村
）

で
６
年
間
働
い
た
経
歴
も
あ
り
、
得
意
分
野
だ
っ
た
。
福
島
大

う
つ
く
し
ま
ふ
く
し
ま
未
来
支
援
セ
ン
タ
ー
（
当
時
）
で
は
、
主

に
小
中
学
校
で
「
心
と
体
を
解
放
す
る
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
出

前
授
業
を
企
画
、
５
年
間
で
30
に
及
ぶ
事
業
を
実
現
さ
せ
た
。

　任
期
を
終
え
た
21
年
、
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
た
川
内
村
の
教

育
長
（
当
時
）
か
ら
声
が
掛
か
っ
た
。
４
月
開
校
の
村
立
川
内

小
中
学
園
に
併
設
す
る
多
世
代
交
流
施
設
の
運
営
を
任
せ
た
い
、

と
。
こ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
じ
い
ろ
」
は
誰
で
も
自

由
に
立
ち
寄
れ
、
地
域
文
化
継
承
の
拠
点
や
公
民
館
と
し
て
の

機
能
も
果
た
す
。

「
普
通
じ
ゃ
な
い
け
ど
普
通
」
　

　22
年
度
は
、
村
ゆ
か
り
の
詩
人
・
草
野
心
平
の
偉
業
を
子
ど

も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
紙
芝
居
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
た

り
、
住
民
が
持
ち
寄
っ
た
レ
コ
ー
ド
を
真
空
管
ア
ン
プ
で
聴
く

集
ま
り
を
開
い
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
延
べ
２
千
２
０
０
人
の

来
訪
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　村
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
て
思
う
。「
人
数
が
少
な
く
て
同

じ
グ
ル
ー
プ
で
育
つ
た
め
、
結
束
が
強
い
反
面
、
村
外
に
出
た

時
に
気
後
れ
し
て
し
ま
っ
て
自
己
表
現
が
苦
手
。『
に
じ
い
ろ
』

で
内
外
の
人
と
交
流
し
て
も
ら
い
、
地
域
と
学
校
ぐ
る
み
で
見

守
り
た
い
」

　「被
災
地
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
。
以
前
、
ふ

た
ば
未
来
学
園
高
校
（
広
野
町
）
の
女
子
生
徒
が
ウ
ェ
ブ
メ
デ
ィ

ア
の
取
材
に
答
え
た
言
葉
を
い
つ
も
胸
に
抱
く
。「
福
島
は
普
通

じ
ゃ
な
い
け
ど
、
普
通
で
す
」

　パ
ネ
ル
写
真
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
に
じ
い
ろ
」
の
あ

る
川
内
小
中
学
園
の
校
舎
内
で
。

（
２
０
２
３
年
6
月
取
材
）

自
己
表
現
で
き
る
村
の
子
に

震災から２カ月後、宮城県亘理町でボランティア仲間と肩を
並べる谷さん（左から３番目）

ふ
る
さ
と



新拠点地区に役場庁舎

　1954年に大野町と熊町村が合併して発足。浜通り中央部に位置し、双葉郡
に属する。温暖な気候で、震災前はナシやキウイが特産だった。福島第一原発１
～４号機が立地し、多くの町民が関連事業に従事していた。長く全町避難を強
いられたが、2019年４月の一部避難指示解除後は、町役場や公営住宅を建設
した大川原地区を拠点として復興に取り組み、JR常磐線大野駅周辺でも再開
発が進む。原発周辺に除染廃棄物を保管する中間貯蔵施設が広がる。

第一原発1～４号機が立地

面　　積　　　78.71㎢
住民登録人口　9969人（2023 年11月現在）
居住人口　　　1112 人（同）
震災前の人口　11505人（2011年３月時点）
空間線量　　　毎時 0.09㍃シーベルト（町役場、2023 年11月測定）
　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

　地震は最大震度６強を記録した。高さ13㍍の津波が押し寄
せ、夫沢１区、小入野、熊川の各地区で２㌔平方㍍にわたって浸
水。12人が亡くなり、後に131人が関連死した。全壊家屋は316棟
（いずれも2023年10月現在）。町に立地する第一原発１、３、4号
機が水素爆発を起こし、炉心損傷の２号機からは大量の放射性
物質が放出された。
　町民は田村市などに逃れた後、４月、役場機能が移転した会
津若松市などに二次避難を開始。町立小中学校も同市内で再
開した。町は全域が原発20㌔圏の警戒区域指定を経て、2012
年、避難指示解除準備区域、居住制限区域、帰還困難区域に再
編された。
　19年に帰還困難区域を除いて避難指示が解除。公営住宅が
立ち並び、新たな拠点となる町南端の大川原地区で役場新庁舎
が業務を開始した。20年のJR大野駅周辺に続き、22年に隣接
する下野上地区の特定復興再生拠点区域（復興拠点）の避難
指示が解除。町は商業施設や住宅の整備を進める。
　23年には大川原地区で義務教育学校や認定こども園が一体
となった町立「学び舎　ゆめの森」がスタートした。

あの日からこれまで大
熊
町

福島
第一原発

福島
第二原発

OKUMA-machi

福島県福島県福島県福島県





大
熊
町

ブ
ケ
・
エ
ミ
リ
ー
さ
ん

（
１
９
８
８
年 

フ
ラ
ン
ス
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
生
ま
れ
）

農
業
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー

　震
災
の
翌
月
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
東
京
に
移
り
住
ん
だ
。
都
会

暮
ら
し
に
疲
れ
、
会
津
を
旅
し
て
、
自
然
の
美
し
さ
や
人
々
の

温
か
さ
に
一
気
に
魅
了
さ
れ
た
。
民
芸
品
「
赤
べ
こ
」
の
自
作

イ
ラ
ス
ト
で
福
島
の
魅
力
を
発
信
し
な
が
ら
、
県
内
で
引
っ
越

し
を
重
ね
、
現
在
は
大
熊
町
で
子
ど
も
時
代
か
ら
の
夢
だ
っ
た

農
業
を
営
む
。
フ
ラ
ン
ス
菓
子
に
使
わ
れ
る
キ
イ
チ
ゴ
や
野
菜

を
無
農
薬
・
無
肥
料
で
栽
培
し
、
人
生
で
乗
り
込
ん
だ
「
別
の

電
車
」
に
心
を
躍
ら
せ
る
。

　原
発
事
故
か
ら
わ
ず
か
１
カ
月
後
の
日
本
行
き
。
両
親
は
反

対
し
、
不
安
は
募
っ
た
が
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
（
原
発
事
故
）

よ
り
ま
し
だ
ろ
う
。
東
京
な
ら
大
丈
夫
か
な
」
と
機
上
の
人
に
。

２
０
０
８
年
に
初
来
日
し
て
歩
い
た
「
ピ
カ
ピ
カ
し
た
」
街
は
、

計
画
停
電
の
夜
に
沈
ん
で
い
た
。

　東
京
の
後
に
横
浜
に
住
み
、
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
を
し
て
生
計

を
立
て
た
。
日
常
生
活
の
中
で
疎
外
感
を
覚
え
、
日
本
語
も
う

ま
く
話
せ
ず
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
18
年
夏

の
こ
と
。
福
島
市
出
身
の
生
徒
の
勧
め
で
会
津
地
方
を
訪
れ
、

渓
谷
に
奇
岩
が
並
ぶ
「
塔
の
へ
つ
り
」（
下
郷
町
）
や
、
多
彩
な

青
を
た
た
え
た
湖
沼
群
「
五
色
沼
」（
北
塩
原
村
）
の
美
し
さ
に

息
を
飲
ん
だ
。
何
よ
り
、
自
分
を
「
ガ
イ
ジ
ン
」
扱
い
せ
ず
、

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
れ
る
人
々
の
優
し
さ
が
心
に
染
み
た
。

　こ
の
旅
で
赤
い
牛
を
か
た
ど
っ
た
張
り
子
の
民
芸
品
、
赤
べ

こ
と
出
合
い
、
福
島
の
よ
さ
を
世
界
に
広
め
た
い
と
、
パ
リ
の

美
術
学
校
で
培
っ
た
腕
前
と
セ
ン
ス
で
か
わ
い
ら
し
い
イ
ラ
ス

ト
に
し
た
。
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど
で
作
品
を
発
表
す

る
と
評
判
を
呼
び
、
会
津
と
の
縁
も
深
ま
っ
て
21
年
２
月
、
つ

い
に
会
津
若
松
市
に
移
住
す
る
。

　イ
ラ
ス
ト
の
仕
事
で
、
双
葉
町
の
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
「
双
葉

ダ
ル
マ
」
を
描
い
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
手
掛
け
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
双
葉
郡
の
各
町
を
訪
れ
た
。こ
の「
双
葉
だ
る
ま
ち
ゃ
ん
」

に
は
、
動
き
回
っ
て
「
双
葉
を
発
信
で
き
る
よ
う
に
」
手
足
が

あ
る
。
双
葉
町
の
稲
荷
神
社
で
は
、
樹
齢
千
年
以
上
と
さ
れ
る

神
木
「
前
田
の
大
杉
」（
県
指
定
天
然
記
念
物
）
を
目
の
当
た
り

に
し
て
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
。

無
農
薬
・
無
肥
料
の
農
業
志
す

　浜
通
り
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
て
、
種
か
ら
野
菜
を
育
て
た

幼
い
頃
を
思
い
出
し
、
こ
の
地
で
農
業
を
し
て
み
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
む
く
む
く
と
湧
き
起
こ
っ
た
。
い
わ
き
市
に
引
っ
越

し
て
準
備
を
進
め
、条
件
が
整
っ
た
大
熊
町
で
の
就
農
が
決
ま
っ

た
。
23
年
２
月
に
転
居
し
、
震
災
の
影
響
で
休
眠
し
て
い
た

1
・
７
㌶
の
耕
作
地
を
借
り
て
、
キ
イ
チ
ゴ
類
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

な
ど
の
野
菜
を
育
て
る
。
農
薬
や
肥
料
を
全
く
使
わ
な
い
、
自

然
環
境
や
生
態
系
に
配
慮
し
た
農
業
を
志
し
て
い
る
。

　福
島
に
暮
ら
し
て
か
ら
の
歩
み
を
、
縁
が
重
な
っ
て
「
別
の

電
車
に
乗
っ
て
動
き
始
め
た
」
と
表
現
す
る
。
面
積
の
大
半
で

避
難
区
域
が
設
定
さ
れ
な
が
ら
も
急
ピ
ッ
チ
で
再
開
発
が
進
む

大
熊
町
に
つ
い
て
、
い
き
な
り
訪
ね
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
人
か
ら

「
フ
ェ
イ
ク
だ
」
と
心
な
い
言
葉
を
浴
び
せ
ら
れ
、
傷
つ
い
た
こ

と
も
あ
る
。

　「だ
け
ど
、
元
々
大
熊
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
は
戻
り
た
い
か

ら
戻
っ
た
し
、
私
た
ち
は
こ
こ
が
好
き
だ
か
ら
、
や
り
た
い
こ

と
が
あ
る
か
ら
住
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
い
い
ん
だ
と
思
い
ま
す
」

　パ
ネ
ル
写
真
は
自
ら
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
畑
に
立
つ
エ
ミ
リ
ー
さ

ん
。「
全
て
の
存
在
に
意
味
が
あ
る
」
と
の
考
え
か
ら
雑
草
も
な

る
べ
く
駆
除
し
な
い
。

（
２
０
２
３
年
５
月
取
材
）

「
別
の
電
車
」
が
動
き
始
め
た

2018年夏、南会津郡下郷町でかやぶき屋根が並ぶ大内宿を訪
れた。この旅行で福島の魅力に取り付かれたという



双葉駅東西で町づくり

　1951年に新山町と長塚村が合併して標葉町となり、56年、双葉町と改称し
た。浜通り中央部に位置し、双葉郡に属する。福島第一原発の５、６号機が立
地し、除染廃棄物保管の中間貯蔵施設が取り巻く。江戸時代から続く新春恒
例の「ダルマ市」や勇壮な「標葉せんだん太鼓」などで知られる。全町避難を
余儀なくされ、22年にJR常磐線沿線などの特定復興再生拠点区域（復興拠
点）の避難指示が解除されたが、震災当時の住民のほとんどが今も町外に逃
れている。

しね は まち

戻れない避難住民

面　　積　　　51.42 ㎢
住民登録人口　5450人（2023 年11月現在）
居住人口　　　101人（同）
震災前の人口　7140人（2011年３月時点）
空間線量　　　毎時 0.17㍃シーベルト（双葉中学校、2023 年12月測定）
　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

　地震は震度６強を観測し、大津波で海沿いの浜野、両竹、郡
山の各地区で３平方㌔㍍が浸水。家屋103棟が全壊した。21人
が犠牲になり、関連死は181人に上る（2023年11月現在）。
　住民は川俣町を経て、さいたま市のさいたまスーパーアリー
ナ、さらに埼玉県加須市の旧騎西高校などに避難。町は2011年
４月に警戒区域に指定され、翌12年５月、避難指示解除準備区
域と帰還困難区域に再編。11年７月以降、福島市や会津若松市、
いわき市などに応急仮設住宅が整備された。町立小中学校は14
年にいわき市で再開し、現在も仮設校舎で授業を続ける。
　20年に町東北部の避難指示解除準備区域の避難指示が解
除されるのに合わせ、中野地区に産業復興拠点を整備。これま
でに製造業や建設業、宿泊施設など約20社が誘致された。同
年、隣接地に東日本大震災・原子力災害伝承館、町産業交流セ
ンターがオープンした。
　22年８月、帰還困難区域内のJR常磐線沿線を中心とする復
興拠点で避難指示を解除し、新しい町役場が双葉駅前で開庁。
同駅西側に公営住宅を整備したり、東側に商業施設建設を予定
したりするなど、新しい町づくりが進む。

あの日からこれまで

福島県福島県福島県福島県双
葉
町

福島
第一原発

福島
第二原発
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双
葉
町

島
　美
紀
さ
ん

（
１
９
７
１
年 

埼
玉
県
川
越
市
生
ま
れ
）

「
双
葉
町
結
ぶ
会
」
副
代
表

　
あ
の
双
葉
ダ
ル
マ
の
故
郷
に
住
み
た
い
―
。
原
発
事
故
直
後
、

朝
方
に
埼
玉
の
国
道
を
走
る
バ
イ
ク
が
浜
通
り
の
「
い
わ
き
」

ナ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
深
刻
な
風
評
被
害
に

も
心
を
痛
め
た
。
さ
い
た
ま
市
で
被
災
地
を
応
援
す
る
特
産
品

フ
ェ
ア
を
企
画
し
た
こ
と
な
ど
が
縁
と
な
り
、
２
０
２
３
年
春
、

福
島
第
一
原
発
が
立
地
し
今
も
面
積
の
8
割
以
上
に
立
ち
入
れ

な
い
双
葉
町
に
移
住
し
た
。地
元
を
愛
す
る「
普
通
の
お
ば
さ
ん
」

を
名
乗
り
、当
地
の
魅
力
を
津
々
浦
々
に
伝
え
た
い
と
走
り
回
る
。

　特
産
品
フ
ェ
ア
は
震
災
か
ら
10
年
の
21
年
３
月
、Ｊ
Ｒ
大
宮
駅

東
口
に
あ
る
当
時
勤
務
先
だ
っ
た
交
流
施
設
「
ま
る
ま
る
ひ
が

し
に
ほ
ん
」
で
開
か
れ
た
。
主
に
避
難
指
示
が
出
さ
れ
る
な
ど

し
た
14
市
町
村
の
食
品
や
土
産
物
を
集
め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

流
行
を
よ
そ
に
、
福
島
県
人
や
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
者
、

出
張
帰
り
の
会
社
員
な
ど
多
く
の
人
が
来
場
し
た
。

　全
町
避
難
中
だ
っ
た
双
葉
町
か
ら
は
、
苦
労
し
て
生
産
者
と

連
絡
を
取
り
、
顔
に
太
平
洋
を
表
す
青
い
縁
取
り
の
あ
る
独
特

の
「
双
葉
ダ
ル
マ
」
を
出
品
。
先
行
き
不
安
な
コ
ロ
ナ
禍
も
影

響
し
て
か
、
縁
起
物
の
ダ
ル
マ
は
仕
入
れ
た
30
個
が
あ
っ
と
い

う
間
に
売
り
切
れ
た
。

　震
災
の
頃
は
都
内
の
一
流
ホ
テ
ル
な
ど
で
接
客
の
仕
事
を
し

て
い
た
。
埼
玉
県
春
日
部
市
の
自
宅
か
ら
車
で
出
勤
途
中
、
直

前
を
男
性
2
人
乗
り
の
中
型
自
動
二
輪
が
低
速
で
走
っ
て
い
た
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
は
、
被
災
し
た
双
葉
郡
８
町
村
を
含
む

「
い
わ
き
」
と
あ
る
。「
え
っ
、
夜
通
し
走
っ
て
避
難
し
て
き
た

の
？
」。
後
ろ
の
人
が
く
す
ん
だ
紫
色
の
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
す
そ
を

ひ
ら
め
か
せ
、
そ
の
光
景
が
今
も
目
に
焼
き
付
い
て
離
れ
な
い
。

「
遅
い
な
。
追
い
越
し
た
い
」
と
思
っ
た
自
分
を
恥
じ
た
。

　当
時
、
結
婚
披
露
宴
な
ど
で
給
仕
を
す
る
と
、
メ
ニ
ュ
ー
の

端
に
決
ま
っ
て
「
福
島
県
の
食
材
は
一
切
使
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
記
し
て
あ
っ
た
。
仕
事
帰
り
の
駅
前
ス
ー
パ
ー
で
は
袋
入
り

３
個
の
県
産
ト
マ
ト
が
い
つ
も
１
０
０
円
に
値
引
か
れ
て
い
た
。

「
尊
厳
っ
て
人
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
土
地
や
作
物
に
も
あ
る
は
ず
。

な
ん
で
こ
ん
な
に
傷
つ
け
ら
れ
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
」。
ひ
た
す

ら
悲
し
か
っ
た
。

双
葉
ダ
ル
マ
の
故
郷
に
住
ん
で

　21
年
の
特
産
品
フ
ェ
ア
が
終
わ
っ
た
後
も
足
し
げ
く
浜
通
り

に
通
い
、
そ
の
た
び
に
住
民
の
人
の
好
さ
や
海
が
近
い
豊
か
な

自
然
環
境
に
ど
ん
ど
ん
魅
了
さ
れ
て
い
っ
た
。「
息
苦
し
い
」
首

都
圏
を
離
れ
て
当
地
に
来
る
と
、
ス
ト
レ
ス
が
消
え
た
。
ふ
と

思
っ
た
。「
あ
の
時
売
っ
た
ダ
ル
マ
の
生
ま
れ
故
郷
に
住
ん
で
み

た
い
」
と
。

　五
十
代
を
迎
え
、
す
で
に
独
り
立
ち
し
た
娘
と
息
子
、
夫
に

福
島
行
き
の
「
夢
」
を
打
ち
明
け
、
22
年
夏
、
ま
ず
は
住
環
境

の
整
っ
て
い
た
楢
葉
町
に
1
人
で
引
っ
越
し
た
。
23
年
4
月
に

双
葉
町
の
町
営
住
宅
に
転
居
。
同
年
７
月
に
は
町
民
同
士
の
親

睦
団
体
「
双
葉
町
結
ぶ
会
」
を
立
ち
上
げ
、
副
代
表
に
就
い
た
。

都
合
さ
え
つ
け
ば
、
浜
通
り
の
町
の
垣
根
を
越
え
て
イ
ベ
ン
ト

を
手
伝
っ
た
り
、
自
ら
楽
し
ん
だ
り
し
て
、「
広
報
大
使
」
よ
ろ

し
く
、
そ
の
様
子
を
交
流
サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
に
上
げ
る
こ
と

に
余
念
が
な
い
。

　「私
は
地
元
の
普
通
の
お
ば
さ
ん
。
被
災
地
っ
て
何
か
志
を

持
っ
て
な
い
と
い
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
け
ど
、

そ
れ
だ
と
本
当
の
復
興
じ
ゃ
な
い
と
思
う
。
普
通
に
引
っ
越
し

て
、
普
通
に
働
い
て
暮
ら
せ
る
人
が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
」

　パ
ネ
ル
写
真
は
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
西
側
の
「
駅
西
住
宅
」
の
集
会

場
で
く
つ
ろ
ぐ
島
さ
ん
。

（
２
０
２
３
年
６
月
取
材
）

普
通
に
暮
ら
し
て
こ
そ「
復
興
」

2020年、いわき市から浪江町まで約60㌔をサイクリングした
際、「道の駅なみえ」で。津波に流された同町請戸地区では荒
涼とした景色に衝撃を受けたという



発展の一方、広く帰還困難

　1900年に町制が施行され、その後、五つの村が合併して現在の町となった。
浜通り北部に位置し、双葉郡に属する。伝統工芸品の大堀相馬焼や「なみえ
焼きそば」などの特産品があり、請戸漁港で揚がる海産物「常磐もの」で知ら
れる。全町避難を経て、2017年に居住制限区域などで、23年に特定復興再生
拠点区域（復興拠点）の４地区で避難指示が解除。福島水素エネルギー研究
フィールド（ＦＨ２Ｒ）が立地し、水素燃料の利活用に取り組むほか、JR浪江
駅周辺の再開発や国の福島国際研究教育機構（エフレイ）の整備が進む。

ＦＨ２Ｒやエフレイが始動

面　　積　　　223.14 ㎢
住民登録人口　15206人（2023 年11月現在）
居住人口　　　2130人（同）
震災前の人口　21542 人（2011年３月時点）
空間線量　　　毎時0.08㍃シーベルト（道の駅なみえ、2023年12月測定）
　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

　地震は震度６強を観測。沿岸の請戸、中浜、棚塩、両竹の各地
区に津波が襲い、182人が死亡。関連死は443人に及ぶ（2023年
８月現在）。
　３月12日、山間の津島、室原など町内各地区に避難を開始。15
日に二本松市に移動するなどした後、５月に同市や福島市などに
整備した応急仮設住宅に入居した。町は原発20㌔圏の警戒区
域と計画的避難区域に指定され、2013年４月、避難指示解除準
備区域、居住制限区域、帰還困難区域に再編された。
　17年４月、JR常磐線浪江駅周辺を含む東部の避難指示解除
準備区域、居住制限区域が解除。町役場が現地で再開し、町内
初の災害公営住宅「幾世橋住宅団地」も整備された。
　20年３月に世界最大級の水素製造施設ＦＨ２Ｒが、23年には
エフレイが開所した。エフレイに連動した学園都市構想や、建築
家・隈研吾氏の設計による浪江駅周辺の大規模再開発が今後
進められる。
　23年３月、室原、末森、津島、大堀各地区の復興拠点の避難
指示が解除されたが、帰還困難区域は山間部を中心に町域の
ほぼ8割に及ぶ。

あの日からこれまで浪
江
町

福島
第一原発

福島
第二原発
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浪
江
町

尾
崎
　哲
哉
さ
ん

（
１
９
８
１
年 

京
都
市
生
ま
れ
）

「
浜
通
り
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
な
み
え
」
ス
タ
ッ
フ

　
町
で
一
部
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た
２
０
１
７
年
、
十
数
年

ぶ
り
に
足
を
踏
み
入
れ
、「
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
化
し
た
市
街

地
に
衝
撃
を
受
け
た
。
一
方
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
の
後
も

滞
在
す
る
た
び
に
持
病
の
精
神
疾
患
が
落
ち
着
い
た
。「
場
所
が

い
い
の
か
も
」。
主
治
医
の
声
に
背
中
を
押
さ
れ
、
21
年
に
関
西

か
ら
移
住
。
原
子
力
災
害
に
「
強
い
思
い
入
れ
の
な
い
」
一
生

活
者
と
し
て
、「
が
ん
ば
ら
な
い
復
興
」
に
思
い
を
は
せ
る
。

　初
め
て
町
を
訪
れ
た
の
は
京
都
市
で
大
学
生
だ
っ
た
二
十
歳

ぐ
ら
い
の
こ
と
。
共
に
電
車
で
旅
し
た
友
人
の
祖
母
の
家
に
泊

ま
り
、
方
言
が
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い

る
。
在
学
中
に
う
つ
の
症
状
が
悪
化
し
、
京
都
の
精
神
科
医
に

通
院
す
る
よ
う
に
。
３
・
11
の
頃
は
仕
事
を
辞
め
て
デ
イ
ケ
ア

で
療
養
し
て
い
た
が
、
人
間
関
係
の
悩
み
も
あ
り
「
落
ち
込
ん

で
い
て
、
そ
れ
（
震
災
）
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
か
っ
た
」。

　原
発
事
故
か
ら
６
年
後
。
仙
台
に
旅
行
し
た
つ
い
で
に
、「
あ

の
時
の
浪
江
は
ど
う
な
っ
て
る
だ
ろ
う
」
と
気
に
な
り
、
再
開

し
て
間
も
な
い
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
で
南
下
し
て
駅
周
辺
を
歩
き
回
っ

た
。
町
は
時
が
止
ま
っ
て
い
た
。「
建
物
は
昔
の
ま
ま
で
生
活
の

に
お
い
は
残
っ
て
い
る
の
に
、
人
の
姿
だ
け
が
な
か
っ
た
。
人

間
が
、
原
子
力
災
害
が
生
ん
だ
景
色
が
こ
れ
な
の
か
」。
背
筋
に

寒
気
が
走
っ
た
。
人
ご
と
だ
っ
た
震
災
を
リ
ア
ル
に
感
じ
た
瞬

間
だ
。

　こ
の
日
を
境
に
た
び
た
び
町
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
、
滞

在
中
は
不
思
議
と
症
状
が
出
な
い
こ
と
に
気
付
い
た
。「
遠
く
に

行
く
の
が
い
い
ん
で
す
か
ね
」。
主
治
医
に
尋
ね
る
と
「
い
や
、

場
所
っ
て
い
う
こ
と
も
あ
る
よ
」
と
い
う
。
父
親
と
同
世
代
の

主
治
医
は
病
の
原
因
を
あ
え
て
突
き
止
め
よ
う
と
せ
ず
、
ど
う

し
た
ら
楽
に
生
活
で
き
る
か
を
一
緒
に
考
え
て
く
れ
、
頼
り
に

な
っ
た
。
20
年
近
く
世
話
に
な
っ
た
主
治
医
が
引
退
し
た
の
を

機
に
、家
族
が
暮
ら
す
大
津
市
を
離
れ
、浪
江
町
に
引
っ
越
し
た
。

　隣
の
双
葉
町
に
あ
る
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝
承
館

の
受
付
係
の
職
を
得
て
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
併

設
す
る
町
の
交
流
拠
点
「
浜
通
り
地
域
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
な

み
え
」
で
も
管
理
や
接
客
の
業
務
に
当
た
る
。

　な
ぜ
、
町
は
居
心
地
が
い
い
の
か
。「
震
災
の
影
響
で
以
前
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
ほ
こ
ろ
び
、
逆
に
僕
の
入
り
込
む
隙
間
が

あ
る
。
避
難
先
か
ら
帰
還
し
た
皆
さ
ん
は
、
遠
い
滋
賀
県
か
ら

よ
く
不
便
な
町
に
来
て
く
れ
た
と
感
謝
し
て
く
だ
さ
り
、
こ
ん

な
自
分
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
。
こ
こ
が
被
災

地
だ
か
ら
こ
そ
、
僕
は
い
ら
れ
る
ん
で
す
」

「
が
ん
ば
ら
な
い
復
興
」
目
指
す

　一
方
で
、
地
域
住
民
や
行
政
、
活
動
団
体
な
ど
の
相
互
の
つ

な
が
り
が
薄
い
こ
と
が
気
が
か
り
だ
。
町
で
は
浪
江
駅
周
辺
の

再
開
発
や
福
島
国
際
研
究
教
育
機
構（
Ｆ

－

Ｒ
Ｅ
Ｉ
、エ
フ
レ
イ
）

の
整
備
な
ど
行
政
主
導
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
大
事
業
が
進
む
が
、

合
意
形
成
に
至
る
対
話
や
説
明
が
足
り
な
い
と
感
じ
る
。
そ
ん

な
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
、
地
域
や
組
織
に
「
横
串
を
通
す
よ

う
な
」
活
動
が
し
た
い
と
い
う
。

　「復
興
を
声
高
に
叫
ば
ず
、
自
分
に
と
っ
て
住
み
や
す
い
町
に

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
ま
だ
手
探
り
だ
け
ど
、
意
識
し
な
い
、

が
ん
ば
ら
な
い
復
興
が
理
想
で
す
」

　パ
ネ
ル
写
真
は
町
立
浪
江
小
学
校
の
跡
地
に
立
つ
尾
崎
さ
ん
。

17
年
に
訪
れ
た
時
は
校
舎
が
残
り
、
教
室
の
中
も
原
発
事
故
当

時
の
ま
ま
だ
っ
た
。

（
２
０
２
３
年
６
月
取
材
）

被
災
地
だ
か
ら
居
場
所
が
あ
る

浪江町への移住を決めた2021年３月に旅した富岡町夜の森地区の
桜並木で。避難指示解除以前でフェンスが張られている



交流館やキャンプ場開設

　1923年に津島・葛尾組合村から分離し、葛尾村が発足。浜通り西部に位置
し、双葉郡に属する。村の85％を森林が占め、二つの河川が合流した高瀬川が
流れる。震災後、全村避難を経て、2016年に一部を除いて避難指示解除とな
り、農業・畜産業の再生や生活環境の整備に取り組む。郷土食の凍みもちやシ
ソ科のエゴマの生産地として知られ、近年では新たな特産品としてコチョウラン
の栽培のほか、羊肉や鶏肉のブランド化を図っている。

農畜産業の再生図る

面　　積　　　84.37 ㎢
住民登録人口　1275人（2023 年11月現在）
居住人口　　　464人（同）
震災前の人口　1567人（2011年３月時点）
空間線量　　　毎時 0.09㍃シーベルト（村役場、2023 年12月測定）
　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

　地震は震度５強を観測。家屋11棟が半壊の判定を受けた。
　原発事故の情報が錯綜する中、３月14日、松本允秀村長（当
時）が福島市のあづま総合運動公園への避難を決断、折からの
降雨による被ばくを免れた。15日、約半数の300人が会津坂下町
に移動し、後に柳津町や金山町などに分散した。4月、村は警戒
区域と計画的避難区域に指定され、６月、三春町に応急仮設住
宅が完成。役場機能も7月に同町に移った。
　2013年３月、避難指示解除準備区域と居住制限区域、帰還困
難区域に再編。4月に三春町に役場出張所の仮設庁舎が完成し
た。
　16年4月、村役場は元の場所で業務を再開し、６月に避難指
示解除準備区域と居住制限区域が解除。帰還困難区域の野行
地区を除き、村域の大半で生活できるようになった。
　17年には村内の商店や食堂が営業を再開し、恒例の「かつら
お感謝祭」や自転車レースの第１回「ツール・ド・かつらお」が開
かれた。
　18年４月、村内で村立幼稚園と小中学校が再開。６月に復興
交流館「あぜりあ」がオープンした。23年には村制施行100周年
を迎え、震災の影響で休止していた村営キャンプ場「もりもりラ
ンド・かつらお」も再開した。

あの日からこれまで

福島県福島県福島県福島県葛
尾
村

福島
第一原発

福島
第二原発
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葛
尾
村

松
本
　昌
子
さ
ん

（
１
９
７
８
年 

葛
尾
村
生
ま
れ
）

村
役
場
職
員

　「
最
後
の
一
人
に
な
っ
て
も
村
に
住
み
続
け
る
」。
役
場
職
員

だ
っ
た
母
親
の
言
葉
に
背
中
を
押
さ
れ
、
現
地
で
行
政
機
能
が

再
開
し
た
２
０
１
６
年
、
高
校
教
諭
の
職
を
辞
し
て
転
身
し
た
。

進
学
の
た
め
古
里
を
離
れ
て
23
年
ぶ
り
の
帰
還
。
そ
の
分
、
震

災
で
疲
弊
し
た
村
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
は
人
一
倍
強
い
。

結
婚
、
出
産
を
経
て
、
村
役
場
で
観
光
資
源
を
掘
り
起
こ
す
仕

事
に
携
わ
る
。
農
業
や
畜
産
業
が
盛
ん
な
村
で
、
食
肉
な
ど
の

特
産
品
を
通
し
て
に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
す
の
が
目
標
だ
。

　震
災
を
経
験
し
た
の
は
福
島
市
の
福
島
東
稜
高
で
家
庭
科
教

諭
だ
っ
た
こ
ろ
。
校
庭
の
池
が
バ
シ
ャ
バ
シ
ャ
と
波
打
ち
、
体

育
館
の
ガ
ラ
ス
に
亀
裂
が
入
っ
た
。
一
方
、
葛
尾
村
で
は
当
時

の
村
長
が
原
発
の
最
初
の
水
素
爆
発
か
ら
２
日
後
に
全
村
避
難

を
決
断
。
村
民
約
６
０
０
人
と
共
に
福
島
市
の
総
合
体
育
館
に

避
難
し
て
き
た
母
松
本
ま
つ
子
さ
ん
に
、
毛
布
と
ポ
ッ
ト
に
詰

め
た
コ
ー
ヒ
ー
を
届
け
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

　新
学
期
か
ら
初
め
て
ク
ラ
ス
担
任
を
持
つ
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
て
、
古
里
に
寄
り
添
う
余
裕
が
な
か
っ
た
。
５
年
が
過
ぎ
、

大
半
の
村
域
で
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
。
13
年
実
施

の
意
向
調
査
で
は
「
戻
り
た
い
」
と
答
え
た
住
民
が
回
答
者
全

体
の
３
割
に
満
た
な
か
っ
た
。
１
９
７
７
年
に
隣
の
田
村
市
都

路
町
か
ら
嫁
ぎ
、「
一
人
だ
け
で
も
私
は
戻
る
」
と
し
き
り
に
口

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ま
つ
子
さ
ん
の
姿
を
見
て
、
自
問
し
た
。

「
震
災
後
、
私
は
葛
尾
の
た
め
に
何
を
し
て
き
た
ん
だ
ろ
う
」

　後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
転
職
を
決
め
、
両
親
に
内
緒
で

村
役
場
の
採
用
試
験
を
受
け
て
合
格
し
た
。
避
難
指
示
解
除
を

控
え
た
16
年
４
月
、
県
中
通
り
中
部
の
三
春
町
に
機
能
を
移
し

て
い
た
役
場
は
元
の
本
庁
舎
に
戻
り
、
教
育
委
員
会
に
配
属
さ

れ
た
。
村
立
小
中
の
再
開
に
向
け
て
奔
走
し
、
総
務
課
で
も
仕

事
を
こ
な
し
た
。
そ
の
間
、
復
興
の
手
伝
い
を
志
し
て
役
場
職

員
に
な
っ
た
千
葉
県
出
身
の
夫
と
の
出
会
い
や
第
一
子
の
出
産

が
あ
り
、
人
生
は
大
き
く
転
回
し
た
。

　１
年
間
の
育
児
休
業
が
明
け
た
22
年
春
か
ら
復
興
推
進
室
で

観
光
事
業
を
担
当
す
る
。
山
に
囲
ま
れ
た
村
は
観
光
名
所
こ
そ

少
な
い
が
、
冷
涼
な
気
候
で
育
つ
新
鮮
な
野
菜
や
、
震
災
後
に

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
羊
肉
や
鶏
肉
の
質
の
高
さ
が
評
判
を
呼
ぶ
。

一
方
で
、
特
産
品
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
店
が
村
内
に
ほ

と
ん
ど
な
い
の
が
弱
点
だ
。

特
産
鶏
使
用
の
カ
レ
ー
開
発

　最
近
、
名
物
に
で
き
な
い
か
と
自
ら
研
究
を
重
ね
、
レ
シ
ピ

を
開
発
し
た
料
理
が
あ
る
。
村
の
養
鶏
場
で
ハ
ー
ブ
を
餌
に
育

て
た
鶏
肉
入
り
の
カ
レ
ー
。
大
阪
発
祥
と
さ
れ
る
「
ス
パ
イ
ス

カ
レ
ー
」
を
ア
レ
ン
ジ
し
、
小
麦
粉
の
ル
ー
を
使
わ
ず
に
15
種

類
の
ス
パ
イ
ス
を
調
合
。
鶏
が
ら
の
だ
し
に
皮
目
を
香
ば
し
く

焼
い
た
も
も
肉
と
加
熱
調
理
用
ト
マ
ト
「
す
ず
こ
ま
」
な
ど
の

地
場
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、
香
り
高
い
一
品
に
仕
立

て
た
。「
葛
尾
カ
レ
ー
」
と
名
付
け
、
公
共
の
宿
の
食
堂
な
ど
で

１
日
限
定
で
出
す
こ
と
も
あ
る
。

　時
間
が
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
、
住
民
が
親
し
み
を
込
め
て
下
の

名
前
で
呼
ん
で
く
れ
る
、
こ
の
村
の
温
も
り
と
豊
か
な
自
然
が

好
き
だ
。「
被
災
地
」
と
呼
ば
れ
る
が
、「
だ
か
ら
こ
そ
い
ろ
ん

な
人
と
つ
な
が
っ
て
、
新
し
い
世
界
が
広
が
っ
た
。
葛
尾
村
を

知
ら
な
い
人
た
ち
に
も
知
っ
て
も
ら
え
た
」。
む
し
ろ
、
未
完
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
「
復
興
」
の
語
感
に
引
っ
か
か
る
。「
よ
く

復
興
に
向
か
っ
て
い
る
と
か
言
う
け
ど
、
今
は
今
で
幸
せ
で
す
」

　パ
ネ
ル
写
真
は
夫
、
両
親
と
共
に
住
む
帰
還
後
に
建
て
た
自

宅
の
前
で
ほ
ほ
笑
む
松
本
さ
ん
。

（
２
０
２
３
年
８
月
取
材
）

「
食
」通
し
て
に
ぎ
わ
い
作
り
た
い

2014年３月、福島東稜高で初めて持った担任クラスの卒業式
に臨んだ。「達成感にあふれた」という



23 年、復興拠点の避難解除

　1956年に飯曽村と大舘村が合併して誕生。浜通り北西に位置し、相馬郡に
属する。阿武隈山系北部の高原地帯で、村の約75％を山林が占める。北に真野
川、中央に新田川と飯樋川、南部に比曽川が流れ、流域に集落を形成してい
る。震災後、全村避難を余儀なくされたが、2017年３月に長泥地区を除いて避
難指示が解除。23年５月には同地区の特定復興再生拠点区域（復興拠点）な
どの避難指示が解かれた。基幹産業だった畜産業の再興やブランド牛「飯舘
牛」の復活に向けて取り組む。

「飯舘牛」復活目指す

面　　積　　　230.13 ㎢
住民登録人口　4693人（2023 年12月現在）
居住人口　　　1523人（同）
震災前の人口　6509人（2011年２月時点）
空間線量　　　毎時 0.16 ㍃シーベルト（村役場、2023 年12月測定）
　　　　　　　※避難指示解除の目安は毎時3.8 ㍃シーベルト

　地震は震度６弱を観測。福島第一原発の過酷事故後、南相馬
市などから押し寄せた多くの避難者を受け入れた。３月15日、県
が急きょ役場近くに設置したモニタリングポストの放射線量の測
定値が急上昇。19日、約500人の村民が栃木県鹿沼市に緊急避
難した。
　４月22日、年間積算放射線量が20㍉シーベルトを超える計画
的避難区域に指定され、５月15日に全村避難を開始。農作物の
作付けが不可能になり、畜産農家は家畜を売らざるを得なくなる
など苦渋の決断を強いられた。
　６月、福島市飯野の同市役所飯野支所に役場機能を移転。菅
野典雄村長（当時）は避難した村民を励ます内容の「までいな希
望プラン」を発表した。
　2012年７月、帰還困難区域と居住制限区域、避難指示解除
準備区域に再編。16年７月に役場機能が元の場所に戻り、翌年
３月に避難指示解除準備区域と居住制限区域が解除された。
16年９月には繁殖牛の実証飼育が始まった。
　18年４月、帰還困難区域の長泥地区の一部が除染などを先
行して進める復興拠点となり、23年５月、拠点外の長泥曲田公園
と共に避難指示が解除された。

あの日からこれまで飯
舘
村

福島
第一原発

福島
第二原発

福島県福島県福島県福島県
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飯
舘
村

多
田
　宏
さ
ん

（
１
９
４
７
年 

飯
舘
村
生
ま
れ
）

綿
津
見
神
社
前
宮
司

を
引
い
て
「
不
便
な
ん
て
な
か
っ
た
」。
食
料
は
隣
接
す
る
川
俣

町
や
南
相
馬
市
に
車
で
買
い
出
し
に
行
っ
て
調
達
。
孤
独
は
感
じ

ず
「
か
え
っ
て
自
由
だ
っ
た
」
と
笑
う
。
部
屋
や
地
点
に
よ
っ
て

は
高
線
量
だ
っ
た
が
、近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て
や
り
過
ご
し
た
。

　神
社
の
あ
る
草
野
地
区
が
居
住
制
限
区
域
に
再
編
さ
れ
て
い

た
２
０
１
４
年
４
月
、
３
年
に
１
度
の
例
大
祭
を
６
年
ぶ
り
に
挙

行
し
、
避
難
先
に
い
た
氏
子
ら
約
30
人
が
駆
け
付
け
た
。
原
発

事
故
か
ら
３
年
を
経
て
、
祝
詞
で
平
和
だ
っ
た
以
前
の
村
を
懐

か
し
み
、
そ
の
土
地
と
民
を
永
遠
に
守
っ
て
ほ
し
い
と
の
祈
り
を

恭
し
く
奏
上
し
た
。

　〈…
往
く
先
も
見
え
ず
し
て
村
人
の
苦
し
み
も
窮
ま
り
ぬ
。
故

潰
え
た
る
穏
し
き
村
、
童
ら
の
声
聞
ゆ
る
村
と
行
く
末
を
照
し

給
ひ
て
村
人
の
命
を
も
守
り
給
へ
と
恐
み
恐
み
も
白
す
〉

人
心
安
定
が
宗
教
の
務
め

　避
難
指
示
は
17
年
4
月
、
村
域
の
ほ
と
ん
ど
で
解
除
さ
れ
た

が
、
人
口
の
回
復
は
は
か
ば
か
し
く
な
い
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
禍
が

追
い
打
ち
を
か
け
た
。
村
民
は
避
難
先
に
定
着
し
て
し
ま
い
、

旧
宅
の
氏
神
の
祠
を
廃
絶
し
た
り
、
避
難
先
の
家
に
新
し
く
祠

を
建
て
た
り
す
る
氏
子
も
い
て
、
複
雑
な
思
い
だ
。

　神
職
生
活
は
50
年
を
超
え
、
喜
寿
の
節
目
と
な
る
23
年
に
長

男
の
仁
彦
さ
ん
に
後
を
継
が
せ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
が
落
ち
着
い
た
こ
と
も
あ
り
、
24
年
に
は
中
断
し
て
い
る
例

大
祭
を
再
開
し
た
い
と
い
う
。

　留
ま
り
続
け
た
こ
と
を
「
後
悔
し
て
い
な
い
」
と
言
い
切
る
。

「
戻
っ
て
き
た
氏
子
が
喜
ん
で
さ
え
く
れ
れ
ば
。
人
心
を
安
定
さ

せ
る
の
が
宗
教
の
務
め
だ
と
思
う
ん
だ
」

　パ
ネ
ル
写
真
は
創
建
１
２
０
０
年
を
記
念
し
06
年
に
再
建
さ

れ
た
拝
殿
の
前
で
。

（
２
０
２
３
年
６
月
取
材
）

避
難
せ
ず
と
も
後
悔
な
し

2014年、拝殿で震災後初めての例大祭に臨む多田さん（右）と
長男の仁彦さん

　
全
村
が
避
難
区
域
と
な
り
、
誰
も
い
な
く
な
っ
た
後
も
動
か

ず
、
独
り
神
社
を
守
り
続
け
た
。「
ひ
と
え
に
、
戻
っ
て
く
る
氏

子
の
た
め
」。
避
難
指
示
解
除
か
ら
６
年
。
例
大
祭
は
復
活
し
た

も
の
の
、
村
の
居
住
人
口
は
震
災
前
の
２
割
強
の
約
１
５
０
０
人

に
過
ぎ
ず
、
氏
子
の
避
難
先
で
神
事
を
修
め
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
だ
。
数
え
77
歳
の
喜
寿
を
迎
え
た
２
０
２
３
年
、
長
男
に
宮
司

の
座
を
譲
っ
た
。「
原
発
事
故
も
コ
ロ
ナ
も
乗
り
越
え
て
や
っ
て

き
た
」
と
言
い
、
古
里
へ
の
愛
着
を
い
っ
そ
う
深
め
る
。

　村
の
鎮
守
と
し
て
信
仰
を
集
め
る
綿
津
見
神
社
は
、
平
安
初

期
の
大
同
２
（
８
０
７
）
年
の
創
建
。
水
神
の
闇
於
迦
美
神
や
、

清
ら
か
な
空
気
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
木
霊
の
五
十
猛
神

を
祭
り
、
多
田
家
は
江
戸
後
期
の
文
化
12
（
１
８
１
５
）
年
か

ら
宮
司
を
輩
出
す
る
社
家
に
任
じ
ら
れ
て
き
た
。
震
災
前
は
全

村
の
７
割
強
に
当
た
る
約
１
２
０
０
戸
が
氏
子
だ
っ
た
。

　あ
の
日
、
社
務
所
で
神
式
葬
儀
の
資
料
作
り
を
し
て
い
た
時
に

激
し
い
揺
れ
が
襲
っ
た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
は
過
酷
事
故

を
起
こ
し
、
折
か
ら
の
風
雨
や
雪
に
乗
っ
た
放
射
性
物
質
が
山
々

を
越
え
て
約
30
㌔
先
の
村
に
飛
散
。
４
月
に
な
る
と
、
積
算
放
射

線
量
が
年
間
20
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
計
画
的
避
難
区
域
に

設
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
役
場
は
全
村
避
難
を
呼
び
掛
け
た
。

　そ
れ
で
も
出
て
い
か
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
村
を
離
れ
た
人

た
ち
の
平
安
の
た
め
、神
前
に
祈
り
を
捧
げ
る
毎
朝
の
「
日
供
祭
」

が
欠
か
せ
な
い
と
心
に
決
め
た
か
ら
だ
。「
こ
こ
で
神
社
を
手
放

し
た
ら
、
氏
子
た
ち
は
ど
う
な
る
の
か
」。
ほ
か
に
残
っ
た
の
は
、

体
の
不
自
由
な
高
齢
者
を
抱
え
た
り
特
産
の
肉
牛
を
育
て
た
り

す
る
５
世
帯
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

　長
男
を
相
馬
市
に
、
妻
と
高
齢
の
母
を
伊
達
市
に
送
り
、
一
人

ぼ
っ
ち
の
暮
ら
し
が
始
ま
っ
た
。
ガ
ス
も
電
気
も
使
え
、
地
下
水

く
ら
お
か
み
の
か
み

ゆ

つ
い

た
ま

か
し
こ

ま
お

お
だ

き
み
ひ
こ

き
こ

て
ら

き
わ

か
れ

い
た
け
る
の
か
み

に
っ 

く 

さ
い




